
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア

ー
一
八
＝
一
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
に
み
る
国
家
像
－

梶

さ
　
や
　
か

ナポレオン時代のボーーランドとリトアニア（梶）

【
要
約
】
　
一
八
世
紀
末
に
分
割
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
連
合
国
家
「
共
和
国
扁
は
、
一
八
｝
二
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
モ
ス
ク
ワ
遠
征
の

際
、
旧
領
土
全
体
に
及
ぶ
独
立
回
復
の
機
会
を
迎
え
て
い
た
。
分
割
前
の
「
共
和
国
」
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
か
ら
な
る
多
民
族
複

合
国
家
で
あ
っ
た
が
、
遠
征
開
始
か
ら
数
日
後
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
で
結
成
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
の
復
活
を
宣
言

す
る
。
～
九
世
紀
初
頭
の
こ
の
地
の
国
家
像
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
、
国
家
の
複
合
性
を
十
分
に
は
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧

「
共
和
国
」
地
域
で
は
、
こ
の
後
　
九
世
紀
を
通
じ
て
各
民
族
ご
と
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
芽
生
え
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
旧
「
共

和
国
」
内
の
地
域
的
複
合
性
に
留
意
し
つ
つ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
と
そ
れ
へ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
費
族
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

リ
ト
ア
ニ
ア
双
方
の
貴
族
が
抱
い
た
モ
ス
ク
ワ
遠
征
当
時
の
国
家
像
を
探
っ
て
ゆ
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
六
巻
五
号
　
二
〇
〇
三
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
八
一
二
年
六
月
二
八
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
モ
ス
ク
ワ
遠
征
開
始
か
ら
数
日
後
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
で
結
成
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連

盟
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
復
活
を
宣
言
し
た
。
一
七
九
五
年
置
ポ
ー
ラ
ン
ド
n
リ
ト
ア
ニ
ア
連
合
国
家
が
消
滅
し
て
約
二
〇
年
払
の
こ
と
で
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
遠
征
前
、
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
両
君
主
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
勢
力
の
自
陣
営
へ
の
取
り
込
み
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。
そ

（721）

の
た
め
、
戦
争
に
よ
る
国
境
変
更
の
可
能
性
と
あ
わ
せ
て
、
い
ず
れ
の
陣
営
が
勝
つ
に
せ
よ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
あ
る
い
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
～
世
　
鵬



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
旧
領
土
の
解
放
・
統
一
を
行
う
と
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。
分
割
後
初
め
て
の
旧
領
土
全
体
に
わ
た
る
独
立
回
復
の
機
会
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
持
を
強
化
し
、
ロ
シ
ア
領
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
を
ひ
き
つ
け
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ

公
国
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
で
あ
る
。
「
連
盟
犀
。
艮
①
侮
①
鎚
。
智
」
と
は
中
世
以
来
の
貴
族
の
政
治
的
結
束
手

　
　
　
②

段
を
指
す
。

　
こ
の
総
連
盟
は
分
割
さ
れ
た
祖
国
の
復
活
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。
で
は
、
い
か
な
る
国
家
が
目
指
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
旧
領

土
全
体
で
の
独
立
回
復
の
期
待
が
高
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
時
の
国
家
像
は
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
十
分
に
は
検
討
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
の
分
析
を
通
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
期
に
目
指
さ
れ
た
国
家
像
を
旧
領
土

全
体
に
目
を
向
け
つ
つ
探
っ
て
い
き
た
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
考
察
の
際
に
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
分
割
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
国

家
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
近
世
以
来
、
三
次
の
分
割
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
ま
で
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
、
正
確
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
連
合
国
家
は
、
現
在
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
リ
ト
ア
ニ
ア
な
ど
に
ま
た
が
る
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大

公
国
か
ら
な
る
こ
の
上
家
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
中
心
と
す
る
西
ス
ラ
ヴ
系
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
バ
ル
ト
系
の
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
ほ
か
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

元
来
正
教
徒
で
あ
る
東
ス
ラ
ヴ
人
（
ル
シ
人
）
が
両
国
に
ま
た
が
っ
て
存
在
し
た
。
主
に
こ
の
三
者
が
支
配
層
シ
ュ
ラ
フ
タ
（
貴
族
）
を
構
成
す

る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
は
、
一
五
六
九
年
の
ル
ブ
リ
ン
合
同
で
、
同
一
の
君
主
と
合
同
の
議
会
に
よ
っ
て
対
等
な
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
制
度
的
に
結
ば
れ
た
。
～
方
で
、
こ
の
国
家
は
、
そ
の
名
称
「
両
国
民
の
共
和
国
幻
N
Φ
。
巷
○
ω
℃
○
一
一
鼠
○
ぴ
£
σ
q
9
署
践
○
傷
ひ
≦
」
に
も
あ
る
よ

う
に
二
元
的
な
国
家
体
制
を
保
っ
て
い
た
。
二
つ
の
国
家
が
別
個
の
宮
廷
、
官
職
、
軍
、
財
政
、
法
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀

後
半
の
国
士
改
革
期
に
も
、
複
合
的
国
家
の
統
合
を
進
め
る
国
王
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
「
共
和
国
」
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
両
国
民
」
の
個
別
性
や
対
等
性
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　
ま
た
「
共
和
国
」
の
語
は
、
貴
族
が
君
主
を
選
挙
で
選
び
、
大
き
な
権
限
を
も
つ
議
会
を
構
成
し
て
い
た
た
め
、
君
主
の
存
在
に
も
か
か
わ
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ら
ず
、
当
時
よ
り
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
保
持
す
る
政
治
的
権
利
ゆ
え
に
「
共
和
国
」
唯
一
の
「
国
民
」
で
あ
る

と
さ
れ
、
共
有
し
て
い
た
平
等
な
諸
特
権
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
が
身
分
内
の
紐
帯
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
シ
ュ
ラ
フ

タ
は
重
層
的
な
国
家
体
制
に
対
応
し
た
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
民
族
的
な
帰
属
意
識
と
は
別
個
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
か
リ
ト

ア
ニ
ア
大
公
国
と
い
う
下
位
国
家
の
国
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
一
七
世
紀
以
降
徐
々
に
「
共
和
国
」
全
体
へ
も
帰
属
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
に
住
む
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
公
民
と
い
う
意
味
で
リ
ト
ア
ニ
ア
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

り
、
「
共
和
国
」
の
公
罠
と
い
う
意
味
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
の
語
が
指
す
範
囲
は
シ
ュ
ラ

フ
タ
身
分
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら
本
稿
で
は
以
下
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
全
体
を
指
す
も
の
と
し
て
「
共
和
国
」
の

語
を
使
用
し
、
旧
「
共
和
国
」
の
貴
族
を
ま
と
め
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
の
経
緯
を
勘
案
す
る
と
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
時
に
目
指
さ
れ
た
国
家
像
を
分
析
す
る
際
に
は
、
分
割
前
の
国
家
の
複
合
性
、
す
な
わ
ち

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
関
係
が
重
要
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
期
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
研
究
を
挙
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
、
少
数
な
が
ら
、
遠
征
百
か
年
の
際
に
出
た
」
・
イ
ヴ
ァ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
古
典
的
業
績
や
戦
間
期
の
E
・
ク
ラ
コ
フ
ス
キ
ら
ポ
ー
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ド
の
研
究
者
の
も
の
の
他
、
同
じ
く
二
間
期
リ
ト
ア
ニ
ア
の
B
・
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
リ
ス
の
研
究
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ク
ラ
コ
フ
ス
キ
は
フ
ラ
ン

ス
外
交
官
同
士
の
確
執
に
大
き
く
紙
幅
を
割
く
。
残
り
の
二
人
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
創
設
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
活
動
や
リ
ト
ア
ニ
ア

に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
へ
の
対
応
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
三
者
と
も
に
程
度
の
差
は
あ
れ
、
各
々
の
時
代
や
立
場
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影

響
を
受
け
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
陪
リ
ト
ア
ニ
ア
関
係
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
研
究
者
は
～
体
性
を
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
研
究
者
は
個
別

性
を
強
調
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
割
前
の
地
域
的
複
合
性
に
留
意
し
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
両
者
に
及
ぶ
国
家
像
の
分
析
に
は
い

　
　
　
　
　
⑪

た
っ
て
い
な
い
。

　
一
方
で
、
一
八
一
二
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
は
、
従
来
、
復
古
的
で
実
効
性
の
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
、
否
定
的
な
扱
い
を
受
け
て

き
た
。
A
・
レ
ン
ボ
フ
ス
キ
は
一
九
世
紀
末
に
著
し
た
研
究
の
な
か
で
、
一
八
一
二
年
の
総
連
盟
を
、
そ
の
成
否
は
遠
征
の
結
果
次
第
で
あ
っ
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⑫

た
と
し
つ
つ
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
の
法
体
系
か
ら
の
逸
脱
、
山
国
制
へ
の
復
帰
と
捉
え
た
。
同
様
の
評
価
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

続
く
。
戦
後
の
B
・
グ
ロ
フ
ル
ス
カ
に
よ
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
研
究
を
は
じ
め
、
多
く
の
研
究
は
、
こ
の
総
連
盟
を
時
代
錯
誤
の
手
法
と
否
定

　
　
　
　
　
　
⑭

的
に
捉
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
一
八
一
二
年
の
総
連
盟
の
評
価
や
法
制
史
上
の
位
置
付
け
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
は
、
領
土
解
放
の
期
待
が
高
ま
っ
た
時
に
、
分
割
前
か
ら
の
伝
統
的
な
手
段
を
用
い
て
貴
族
の
総
意
結

集
を
求
め
、
旧
領
土
全
体
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
復
活
を
宣
言
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
を
法
制
度
的
観

点
で
は
な
く
独
立
運
動
の
視
点
で
捉
え
、
そ
の
分
析
を
通
し
て
当
時
目
指
さ
れ
た
国
家
像
を
検
討
し
た
い
。
先
述
の
イ
ヴ
ァ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

や
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
リ
ス
も
国
家
再
興
の
観
点
か
ら
総
連
盟
に
言
及
し
て
い
る
。
特
に
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
リ
ス
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
が
出
し
た
加
盟
文
書
の

分
析
を
通
じ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
が
持
つ
独
自
の
国
家
意
識
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
彼
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
含
め
た
包
括
的
な
国
家
像
の
分
析

に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
の
分
析
を
通
じ
て
国
家
像
を
検
討
す
る
際
に
、
個
別
に
分
析
さ
れ
て
い
る
感
の
あ
る
研
究
状

況
を
脱
し
て
、
分
割
前
の
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
行
い
た
い
。
ま
ず
、
一
八
一
二

年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
あ
と
（
以
上
、
第
一
章
）
、
総
連
盟
が
出
し
た
文
書
の
分
析
を
通
じ
て
、
当
時
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
お
い
て
目
指
さ
れ
た
国
家
像
を
探
っ
て
い
く
（
第
周
章
）
。
ま
た
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
総
連
盟
へ
の
対
応
を
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
国

家
統
合
に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
姿
勢
や
両
者
の
関
係
を
把
握
す
る
（
第
三
章
）
。
以
上
を
通
じ
て
、
独
立
回
復
の
契
機
と
な
り

え
た
モ
ス
ク
ワ
遠
征
当
時
の
旧
「
共
和
国
」
に
お
い
て
、
現
実
の
政
治
の
舞
台
で
目
指
さ
れ
た
国
家
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
な
お
「
共
和
国
」
の
分
割
後
の
歴
史
は
、
多
く
の
場
合
、
支
配
層
の
歴
史
を
中
心
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
」
と
し
て
語
ら
れ
る
か
、
あ
る

い
は
民
族
的
な
基
準
に
基
づ
く
現
在
の
国
家
区
分
に
そ
っ
て
個
別
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
～
九
世
紀
に
お
い
て
も
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
・
文
化
的
に
重
要
性
を
持
っ
た
「
共
和
国
」
と
い
う
地
域
的
枠
組
み
に
お
い
て
、
こ
の
地
を
考
察
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
①
い
ω
ぎ
遷
。
器
r
、
．
o
り
も
肇
奉
唱
。
『
搾
暁
、
即
ヨ
ζ
．
ω
⑦
鉾
。
壽
ζ
6
ξ
畠
（
お
e
甲
　
　
肉
ミ
信
ミ
砿
§
ミ
選
§
ら
こ
§
寒
ミ
罫
ミ
≦
霧
N
署
ρ
一
Φ
ミ
（
以
下
．
．
ω
箕
鋤
壽
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琶
ω
銀
、
．
と
略
ア
ω
．
巽
。
。
あ
ピ

②
ま
た
、
全
国
規
模
に
な
っ
た
も
の
を
総
連
盟
と
い
う
。
連
盟
は
、
国
王
の
空
位

　
期
に
主
権
の
代
行
を
担
っ
た
ほ
か
、
君
王
や
特
定
の
党
派
へ
の
武
力
に
よ
る
対
抗

　
な
ど
を
罵
言
と
し
た
。
｝
八
世
紀
に
は
、
満
場
一
致
を
原
則
と
す
る
通
常
の
議
会

　
に
代
わ
っ
て
、
多
数
決
制
を
採
る
連
盟
が
議
会
で
結
成
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

　
あ
っ
た
。
以
下
を
参
照
。
鳥
山
成
人
胃
シ
ア
・
東
欧
の
国
家
と
社
会
』
恒
文
社
、

　
　
九
八
五
年
、
第
一
〇
章
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
「
連
盟
扁
と
身
分
代
表
制
」
（
初
出

　
噸
ス
ラ
ヴ
研
究
四
九
、
　
一
九
六
五
）
。

③
ル
シ
地
域
は
、
後
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル
…
シ
に
分
か
れ
る
。

④
近
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
に
は
、
「
共
和
国
」
を
、
ル
シ
を
含
め
た
「
三
国

　
民
の
共
和
国
扁
と
し
て
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
・
ド
イ
ツ
・
タ
タ
ー
ル
系
な
ど
の
住

　
毘
を
含
め
て
「
多
民
族
の
共
和
国
一
と
し
て
、
理
解
す
る
研
究
も
あ
る
。
し
か
し
、

　
リ
ト
ア
ニ
ア
が
国
家
的
伝
統
を
持
ち
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
時
に
も
重
要
な
活
動
拠
点

　
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
に
注
目
し
、
さ
し
あ

　
た
り
「
両
国
民
の
共
和
国
」
と
し
て
叙
述
す
る
。

⑤
㏄
七
九
～
年
の
統
治
法
（
五
月
三
日
憲
法
）
に
よ
る
二
元
的
国
家
統
合
の
試
み

　
に
つ
い
て
、
嗣
年
一
〇
月
成
立
の
「
両
国
民
の
相
互
保
障
扁
を
重
視
す
る
立
場
か

　
ら
、
そ
の
完
遂
を
疑
問
視
す
る
研
究
が
あ
る
。
旨
鼠
巴
の
ρ
．
・
℃
δ
窪
㊦
旨
。
。
ε
。

　
。
。
謬
論
勺
。
『
匡
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①
ω
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貯
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G
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℃
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刈
一
答
9
＞
．
6
曾
a
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一
．
．
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8
苧

　
ω
こ
Φ
『
ぎ
α
q
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①
↓
窪
a
o
｛
竃
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O
o
房
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三
δ
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睾
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戸
Φ
凋
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臨
o
o
｛
℃
9
置
げ
－

　
ご
チ
頴
畝
鴛
幻
Φ
｛
○
毒
ρ
H
刈
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。
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∴
刈
り
ぴ
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、
”
§
ミ
蓉
N
駄
し
弓
織
ミ
ら
恥
ミ
ミ
題
（
以
下

　
お
い
と
略
ン
ト
。
下
《
む
①
少
署
b
箪
－
ω
O
c
。
な
ど
。

⑥
辱
じ
d
費
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。
『
．
、
O
瞭
三
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ヨ
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裟
墨
δ
傷
。
壽
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勺
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霞
審
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一
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×
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じ
d
p
a
8
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O
譜
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譜
§
§
N
心

　
卜
帖
§
欝
℃
o
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縁
レ
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。
。
○
。
も
．
一
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摩
b
。
O
ω
（
以
下
6
弥
急
心
。
ヨ
縁
鼠
、
－
と
略
）
こ
．

　
し
d
舞
畠
。
貫
．
．
U
①
訂
鎚
餓
8
も
9
三
ρ
唇
卿
一
p
再
臨
9
簿
含
β
器
母
嵩
一
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8
暑
①
虫
＆
㊦
菌
霞
。
隠
．
．
し
§
ぎ
N
§
§
§
§
§
（
以
下
』
越
と
略
）
為
ジ

6
蟻
通
巽
幽
ω
（
以
下
．
．
訂
婁
｝
8
、
、
と
略
）
量
』
巴
①
ρ
o
ミ
げ
電
亀
・

　
讐
d
§
匙
》
ミ
笥
。
遷
駄
ざ
貯
、
鼠
卜
。
く
。
「
O
臥
。
「
9
一
〇
Q
。
卜
o
u
く
。
ド
ト
Ω
り
薯
．
①
撃
込
っ
㊤
…
い

　
円
震
ぴ
F
．
噂
。
寓
玲
ぱ
艮
δ
蝕
O
o
拐
9
0
霧
器
。
。
。
・
ヨ
9
Φ
δ
筈
∴
Q
o
簿
0
Φ
艮
5
δ
。
。
．
、
”

　
鉢
聖
仲
卜
ρ
一
り
。
。
卜
σ
”
醤
卜
二
心
卜
。
一
国
．
≧
Φ
山
導
口
傷
鑓
託
祭
島
㌦
．
℃
o
浮
8
銑
O
o
臥
ω
o
｛

　
ご
昏
葛
巳
磐
ω
レ
。
。
0
ω
山
⑩
回
G
。
、
、
二
磁
鈎
悼
ω
－
ω
し
8
N
箸
．
認
？
ω
。
。
’
や
や
一
面
的

　
で
あ
る
感
を
免
れ
な
い
が
、
貴
族
女
性
の
視
点
か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
貴
族
暦
が

　
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
帰
属
意
識
の
み
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
論
も
あ
る
。
U
■

　
い
自
げ
舜
。
ヨ
霞
。
⇔
汀
ざ
　
．
、
窯
四
域
。
昌
巴
　
ω
鉱
｛
も
①
【
8
三
一
〇
⇒
　
鋤
ヨ
。
づ
α
q
　
昏
①
　
じ
騨
ザ
信
9
臥
鈴

　
乞
。
巨
陣
蔓
国
く
置
①
琴
Φ
ぎ
罎
樽
ご
①
混
融
剥
奪
遅
日
ξ
．
、
Ψ
毒
言
些
8
0
ゲ

　
℃
ワ
O
翼
一
〇
Q
’

⑦
本
稿
で
は
、
当
時
の
用
法
に
従
っ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
範
囲
（
特
に
、
ル

　
プ
リ
ン
合
同
後
の
範
囲
。
現
在
の
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
等
を
含
む
）
に

　
「
リ
ト
ア
ニ
ア
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
実
際
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア

　
大
公
国
内
で
は
、
民
族
的
な
リ
ト
ア
ニ
ア
人
は
圧
倒
的
少
数
派
で
、
ル
シ
人
が
多

　
数
を
占
め
て
い
た
。
b
d
費
匹
帥
。
罫
．
．
い
p
暴
瓜
。
眺
、
甲
で
b
b
⊃
．

⑧
｝
．
同
莚
ω
匿
Φ
鼠
8
夏
陰
§
建
こ
ぎ
N
c
。
鑓
囚
鑓
ま
≦
芝
霧
N
勲
蓄
し
り
姦

⑨
国
．
囚
δ
ぎ
蕩
卸
．
．
℃
。
｝
。
σ
Q
9
Φ
け
ご
匪
ま
巴
Φ
撃
｝
。
。
一
b
。
一
ピ
①
0
8
｛
野
鋤
Φ
ω

　
〉
再
び
霧
。
。
跳
霧
マ
雪
＄
騨
①
ω
山
Φ
一
．
》
げ
9
号
℃
冠
田
野
曾
ω
賃
8
し
d
黄
p
自
．
げ
沁
㍗

　
§
偽
印
響
8
日
越
§
ご
ミ
ミ
譜
疑
鳴
動
．
餓
し
O
ω
メ
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で
．
心
①
護
り
c
Q
．

⑩
じ
σ
．
∪
言
匹
島
ω
甲
ξ
ミ
ミ
罵
こ
日
韓
§
§
紬
§
殴
。
。
鯵
℃
鼠
ω
し
漣
ρ

⑪
こ
の
他
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
モ
ス
ク
ワ
遠
征
に
つ
い
て
の
研
究
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
や
リ
ト
ア
ニ
ア
の
状
況
に
詳
し
い
の
が
次
の
研
究
。
ζ
■
囚
葵
一
㊦
r
翌
、
ミ
嵐
。
。
魅

　
、
d
ぎ
甘
N
一
こ
国
鑓
ま
牽
H
り
ω
刈
珊
蔑
N
①
爵
舞
勺
。
碧
節
踏
6
0
⑩
．
日
本
で
は
、
荒
武
鉄

　
郎
氏
が
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
期
の
仏
・
露
の
政
策
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
罠
族
問
題
を
通
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し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
腱
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
の
複
合
性
に
は
踏

　
み
込
ん
で
い
な
い
。
荒
武
鉄
郎
コ
八
～
二
年
戦
争
と
民
族
問
題
」
噸
大
阪
外
国

　
語
大
学
学
報
㎞
三
八
、
一
九
七
七
、
二
五
－
三
九
頁
。
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〉
■
幻
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。
壽
尊
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慧
智
盛
δ
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Q
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憩
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ミ
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、
霧
N
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起
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ぎ

　
N
c
Q
N
挿
≦
袋
ω
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芝
斜
一
c
Q
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⑬
¢
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．
9
。
。
ゴ
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甲
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刈
稲
年

　
特
に
ω
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？
㊤
ω
．

⑭
以
下
な
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。
国
ψ
≦
睾
音
。
N
v
§
恥
卜
§
勢
位
追
試
ミ
§
ミ
ぎ
奪
民
N
馨
－

　
嵐
践
釦
ω
Φ
p
巳
Φ
－
U
o
巳
o
P
一
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一
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企
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N
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℃
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嵐
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Q
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甲
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㊤
O
Q
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℃
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頓
。
藁
し
O
㊤
○
。
も
℃
b
O
早
O
メ
S
・
キ
ェ
ニ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
編
（
加
藤
一
夫
．
水
島
孝

　
生
訳
）
隅
ポ
ー
ラ
ン
ド
毒
婦
二
、
恒
文
社
、
一
九
八
六
、
三
六
－
三
七
頁
。
以
下

　
の
研
究
は
、
概
ね
肯
定
的
な
評
価
を
下
す
。
区
鐸
賦
鼻
愚
．
ミ
》
陣
．
測
ω
■
匿
卜
⊃
－
卜
⊃
廓
．

⑮
イ
ヴ
ァ
シ
ユ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
や
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
リ
ス
も
総
連
盟
自
体
に
つ
い
て
は
同

　
様
に
否
定
的
な
評
価
を
下
す
。

⑯
近
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
当
該
四
ヶ
国
で
、
「
共
和
国
」
の
枠
組
み
に
よ
る
歴

　
史
叙
述
の
再
構
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
以
下
参
照
。
早
坂
真
理
「
カ
ミ
ェ
ニ
ェ

　
ツ
・
ポ
ド
ル
ス
キ
に
お
け
る
四
か
国
歴
史
家
会
議
（
一
九
九
二
年
五
月
二
六
－
三

　
一
日
）
」
鴨
東
欧
史
研
究
』
一
六
、
一
九
九
三
、
七
六
－
八
八
頁
。
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第
一
章
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟

（㎜

r
　
モ
ス
ク
ワ
遠
征
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
の
結
成

　
本
章
で
は
、
従
来
、
否
定
的
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
き
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
に
つ
い
て
、
第
一
節
で
そ
の
結
成
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
関

係
を
、
第
二
節
で
そ
の
活
動
や
加
盟
の
模
様
を
述
べ
て
、
国
家
像
の
分
析
対
象
た
り
得
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　
一
八
一
〇
年
末
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
関
係
は
悪
化
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
よ
る
菊
醤
戦
の
準
備
と
、
国
家
再
興
を
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
自
治
計
画
等
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
懐
柔
策
に
対
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一
八
＝
年
以
後
、
重
要
拠
点
と
な
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
で
具
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
戦
争
準
備
を
始
め
た
。
こ
の
時
期
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
領
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
な
ど
、
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
地
域
が
ナ

ポ
レ
オ
ン
陣
営
に
、
旧
り
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
地
域
が
ロ
シ
ア
帝
国
領
に
概
ね
重
な
り
、
当
時
の
政
治
的
な
玉
露
の
対
立
と
分
割
前
の
複
合
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

国
家
構
造
と
が
対
応
し
て
い
た
（
次
頁
地
図
参
照
）
。
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フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
一
二
年
五
月
に
駐

ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
使
に
任
命
し
た
D
・
ド
・

プ
ラ
ッ
ト
へ
の
同
月
二
八
日
付
け
の
指
示

書
で
、
対
露
戦
に
向
け
た
彼
の
任
務
の
一

つ
に
、
連
盟
を
結
成
し
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
国
家
と
し
て
の
再
建
」
を
行
う
こ
と
を

　
　
④

挙
げ
た
。
連
盟
に
よ
っ
て
公
国
内
で
の
支

持
を
固
め
、
ロ
シ
ア
領
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

を
も
対
露
武
装
蜂
起
に
動
員
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
他
の
書
簡

に
お
い
て
も
連
盟
の
結
成
・
運
営
や
宣
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

活
動
を
こ
と
細
か
に
指
示
し
て
い
る
。
だ

が
、
多
く
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
や
外
相
マ
レ
の
指
示
と
プ
ラ

ッ
ト
の
活
動
と
の
あ
い
だ
に
は
、
連
盟
結

成
の
遅
延
や
議
会
解
散
な
ど
の
断
絶
が
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
策
が
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

調
に
進
ん
だ
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
新
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
に
つ
い
て
の
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フ
ラ
ン
ス
の
統
～
的
な
意
図
が
あ
り
、
こ
れ
が
実
際
に
連
盟
を
動
か
し
て
い
た
と
は
想
定
し
に
く
い
こ
と
を
、
ま
ず
も
っ
て
指
摘
し
て
お
き
た

い
。　

さ
ら
に
、
「
共
和
国
」
の
伝
統
的
な
法
に
基
づ
い
た
連
盟
の
運
営
に
関
し
て
は
、
プ
ラ
ッ
ト
へ
の
指
示
書
に
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
連
盟
の
準
備
は
、
実
質
的
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
の
財
務
大
臣
T
・
マ
ト
ゥ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

心
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
で
は
六
月
二
六
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
日
の
審
議
で
、
主
に
リ
ト
ア
ニ
ア
や
ル
シ
出
身
の
貴
族
が
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
連
ね
た
祖
国
の
回
復
を
求
め
る
請
願
に
よ
っ
て
、
必
要
な
手
段
を
提
案
す
る
代
表
の
設
置
が
決
め
ら
れ
た
。
二
八
日
越
二
節
目
の
審
議
で
、

マ
ト
ゥ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
が
行
っ
た
こ
の
代
表
の
報
告
を
受
け
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
旧
「
共
和
国
」
領
全
体
、
特
に
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

シ
ア
領
へ
向
け
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
復
活
が
官
戸
＝
口
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
あ
い
だ
で
は
祖
国
の
復
活
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
結
び
付
け
て
捉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

え
ら
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
持
の
…
機
運
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
の
総
連
盟
代
表
団
と
の
会
見
で
も
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
は
、
同
盟
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
の
配
慮
ゆ
え
、
連
盟
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
復
興
に
関
し
て
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
立
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

活
動
を
装
い
、
自
身
が
関
わ
る
こ
と
を
避
け
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
総
連
盟
は
議
長
に
ア
ダ
ム
・
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
を
選
び
、
結
成
と
同
時
に
総
評
議
会
を
任
命
し
て
全
権
限
を
委
譲
、

　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

議
会
を
解
散
し
た
。
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
影
響
力
の
大
き
さ
と
分
割
前
の
改
革
の
象
徴
と
し
て
選
ば
れ
た
が
高
齢
で
、
実

際
に
活
動
し
た
の
は
、
彼
の
娘
婿
で
あ
る
副
議
長
S
・
ザ
モ
イ
ス
キ
を
中
心
に
、
一
〇
人
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
総
評
議
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
公

国
の
現
行
の
行
政
・
法
制
度
が
維
持
さ
れ
、
大
臣
評
議
会
も
並
存
し
た
た
め
、
実
権
は
総
評
議
会
で
は
な
く
、
プ
ラ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ン
ス
大
使
館
と
、
予
め
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
の
全
権
を
委
譲
さ
れ
て
い
た
マ
ト
ゥ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
ら
の
大
臣
評
議
会
の
方
に
あ
っ
た
。
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ナポレオン時代のポーランドとリトアニア（梶）

（
二
）
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
の
活
動

　
さ
て
、
総
連
盟
は
、
結
成
時
の
決
議
に
お
い
て
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
加
盟
の
義
務
を
負
わ
せ
、
文
武
を
問
わ
ず
ロ
シ
ア
の
公
職
を
辞
す
こ
と

や
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
軍
事
的
な
支
援
を
呼
び
か
け
た
。
公
国
内
や
敵
が
退
却
し
た
地
域
で
は
地
方
議
会
を
開
い
て
加
盟
文
書
を
総
評
議
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

送
る
こ
と
、
ま
た
、
団
体
あ
る
い
は
個
人
で
加
盟
文
書
を
総
評
議
会
へ
送
付
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
。
後
日
出
さ
れ
た
布
告
で
は
、
ワ
ル
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ヤ
ワ
の
王
宮
、
次
い
で
各
郡
庁
に
置
か
れ
た
台
帳
に
署
名
す
れ
ば
加
盟
で
き
る
こ
と
と
も
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
総
連
盟
は
、
総
評
議
会
の
名
で
宣
伝
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
ま
ず
、
臨
時
議
会
の
二
回
の
審
議
を
『
議
会
日
録
』
の
全
二
号
で
そ
れ
ぞ
れ

伝
え
た
。
ま
た
、
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
日
報
』
（
以
下
『
日
認
と
略
）
を
発
行
し
て
、
総
評
議
会
が
出
す
布
告
や
声
明
を
広
め
た
ほ
か
、

要
約
や
抜
粋
の
か
た
ち
を
含
め
て
各
方
面
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
重
要
な
加
盟
文
書
を
掲
載
し
、
ま
た
加
盟
者
一
般
の
名
前
や
数
、
戦
況
な
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

伝
え
て
、
愛
国
心
の
高
揚
に
努
め
た
。
結
成
決
議
に
従
っ
て
派
遣
さ
れ
た
総
連
盟
の
使
節
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
会
見
（
七
月
一
一
日
）
の
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
、
活
動
を
具
体
的
に
定
め
た
結
成
決
議
の
条
文
、
総
動
員
な
ど
を
知
ら
せ
る
布
告
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
印
刷
・
配
布
さ
れ
た
。
重
要
な
文
書

は
・
さ
ら
に
他
の
新
聞
で
も
広
め
ら
れ
や
多
少
雲
爾
張
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
・
総
連
盟
の
文
書
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
樗
四
〇
〇
〇
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

印
棚
さ
れ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
お
よ
び
各
県
へ
販
売
・
配
布
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
宣
伝
活
動
は
、
総
連
盟
結
成
決
議
に
よ
れ
ば
公
国
内
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
元
選
出
の
代
議
員
や
地
方
行
政
当
局
に
託
さ
れ
た
。
公
国
外
で
は
、
同
盟
軍
が
進
軍
と
と
も
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
公
圏
外
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
含
む
本
隊
が
通
過
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
も
、
期
待
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
へ
の
広
汎
な
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
武
装
蜂
起
は
一
部
を
除
い
て
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
は
連
盟
に
よ
る
武
装
蜂
起
で
は
な
く
、
正
規
軍

や
守
備
隊
、
憲
兵
隊
の
創
設
に
重
点
を
お
い
た
。
だ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
創
設
し
た
後
述
の
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
に
よ
る
こ
う
し
た
徴
兵
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
三
章
で
も
も
う
一
度
触
れ
る
が
、
こ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
対
象
関
係
の
違
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

挙
げ
ら
れ
る
。
一
八
〇
七
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
の
創
設
、
翌
々
年
の
公
園
の
領
土
拡
大
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
対
合
協
力
が
実
っ
た
の
に
対
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⑱

し
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
で
の
仏
露
の
和
約
が
親
仏
派
へ
の
打
撃
と
な
っ
た
。
ま
た
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

帝
に
よ
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
比
較
的
好
意
的
な
ロ
シ
ア
の
政
策
も
あ
っ
た
。

　
晩
秋
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
撤
退
開
始
の
知
ら
せ
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
に
届
く
と
、
公
国
の
大
臣
評
議
会
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
側
近
ア
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ム
・
イ
ェ
ジ
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
を
仲
立
ち
に
早
く
も
ツ
ァ
ー
リ
と
の
交
渉
を
秘
密
裏
に
開
始
し
た
。
～
方
総
連
盟
総
評
議
会
は
、
＝
一
月
に

大
陸
軍
が
ロ
シ
ア
領
か
ら
撤
退
し
た
後
、
二
〇
日
付
で
分
割
前
の
法
に
基
づ
い
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
へ
の
軍
事
総
動
員
令
を
発
令
し
、
公
国
の
守
り

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ス
ク
ワ
遠
征
に
フ
ラ
ン
ス
の
同
盟
中
中
最
多
の
～
○
万
人
近
く
を
送
り
、
人
的
に
も
物
質
的
に
も
限
度
に
達

を
固
め
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
た
公
国
で
は
、
連
盟
に
よ
る
武
装
蜂
起
や
総
動
員
令
へ
の
対
応
は
低
調
で
あ
っ
た
。
翌
年
春
に
は
、
総
評
議
会
は
公
国
政
府
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ク
ラ
ク
フ
に
避
難
し
、
活
動
も
途
絶
え
が
ち
に
な
り
、
四
月
末
に
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
軍
事
的
な
成
果
の
乏
し
さ
と
復
古
的
な
手
段
ゆ
え
に
、
先
行
研
究
で
は
一
八
一
二
年
の
総
連
盟
を
否
定
的
に
捉
え
て
き
た
。
し
か

し
、
総
連
盟
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
の
宣
言
が
届
い
た
範
囲
は
広
く
、
『
日
報
』
に
よ
れ
ば
加
盟
の
増
大
が
窺
え
る
。
ロ
シ
ア
領
内
の
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

領
土
か
ら
も
西
部
の
郡
や
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
な
ど
が
加
盟
し
た
。
旧
「
共
和
国
」
外
か
ら
も
、
新
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
権
の
承
認
と
い
う
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
ろ
う
、
加
盟
文
書
が
届
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
獲
得
を
望
ん
で
い
た
二
人
の
有
力
貴
族
に
つ
い
て
も
、
遅
ま
き
な
が
ら
一
定
の

成
果
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
リ
ト
ア
ニ
ア
出
身
で
プ
ロ
イ
セ
ン
王
家
と
も
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
A
・
ラ
ジ
ヴ
イ
ウ
は
八
月
三
〇
日
付
で
加
盟
し

⑰た
。
ま
た
A
・
J
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
は
父
親
ら
家
族
が
総
連
特
有
に
つ
く
な
か
で
、
ロ
シ
ア
の
公
職
を
辞
す
こ
と
を
要
求
し
つ
つ
、
仏
露
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

者
の
あ
い
だ
で
距
離
を
置
い
て
い
た
が
、
彼
で
さ
え
加
盟
文
書
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
総
連
盟
の
活
動
は
、
当
時
の
政
治
的
動
き
の
な
か
で
も
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
性
か
ら
も
、
掲

げ
ら
れ
た
国
家
像
は
分
析
の
対
象
た
り
う
る
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
総
連
盟
が
「
共
和
国
」
再
興
の
機
に
際
し
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
復
活
を

宣
言
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
総
連
盟
結
成
決
議
を
中
心
に
分
析
し
、
そ
の
国
家
像
や
統
合
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
①
諺
．
9
皿
σ
q
包
（
⑦
e
甘
言
ミ
鼠
、
題
駄
等
§
鴨
鋤
§
ミ
簿
ミ
。
q
硫
詮
§
糺
ぎ
　
　
§
蕨
患
§
譜
ミ
防
ミ
§
露
寒
§
㌧
昏
・
酒
ζ
臥
ロ
や
ピ
①
。
。
甲
署
・
・
。
記
『
節
H
惹
。
。
N
－
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露
①
鼠
。
辞
号
9
計
ω
．
卜
⊃
マ
ミ
ー
H
）
章
匹
巳
グ
愚
．
職
計
署
曜
お
－
㎝
食
O
お
。
ず
巳
ω
訂
層

　
愚
．
甑
赴
。
◎
．
一
Q
。
刈
『
c
。
c
Q
…
串
同
注
Φ
げ
路
汁
．
．
口
8
≦
ω
蕉
⑦
箕
。
噺
白
蔓
押
。
昌
Q
・
受
2
2
甘
Φ
N

　
動
乱
一
〇
。
＝
－
一
〇
。
お
一
ざ
げ
謹
b
ぞ
≦
岩
囚
。
諺
酔
冤
ε
o
器
開
δ
ぼ
ω
写
四
℃
o
『
匡
Φ
α
q
o
、
げ

　
簿
題
諌
早
§
ぎ
瓢
§
。
ー
ミ
物
§
）
－
鳥
§
鳴
甲
卜
。
や
一
り
6
謡
b
．
δ
鎗
≦
■
H
｛
．
N
睾
践
匿
甲

　
缶
さ
謡
重
き
、
ミ
ミ
弓
国
§
ミ
§
、
誉
、
鴇
瀞
執
題
亀
勲
ミ
跨
ミ
ミ
N
ミ
沁
器
鴇
職
ミ
ミ
ぎ
－

　
N
§
鈍
甲
Φ
≦
網
。
葵
レ
リ
O
ρ
「
℃
■
鱒
O
緊
O
蒔
．

②
ζ
田
巳
①
『
§
⇒
（
≦
盈
’
y
守
札
§
神
Q
ミ
奪
§
馬
鳶
暮
ミ
§
辱
惑
§
恕
§

　
罎
き
溝
趣
霜
竃
黄
N
O
Q
O
N
N
c
Q
N
釦
卜
⊃
帥
．
り
図
舜
搾
ひ
毛
甲
一
〇
一
♪
ρ
一
甲
o
ρ
一
c
o
P
一
り
一
甲
一
り
◎

　
卜
。
的
O
な
ど
（
以
下
、
ハ
ン
デ
ル
ス
マ
ン
の
つ
け
た
書
簡
ご
と
の
番
号
を
示
す
）
。

　
ロ
シ
ア
軍
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
は
前
年
一
〇
月
に
指
示
。
奪
ミ
㍉
．
捌
づ
。
．
一
〇
押

　
ω
b
①
O
．

③
三
分
受
領
と
も
に
、
分
割
後
も
地
主
で
あ
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
社
会
的
支
配
に
大

　
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

④
国
磐
号
『
暴
二
号
．
ら
ド
轟
ビ
ぎ
■
。
。
。
。
c
。
．
以
下
に
も
収
録
。
9
ミ
魯
ミ
§
ミ
鳴
譜

　
ξ
鼠
駄
§
辱
、
甲
駐
げ
＝
①
Φ
冨
「
o
乙
お
豊
肥
国
ヨ
℃
Φ
『
Φ
霞
陵
雲
。
示
8
H
戸
樽
b
Q
。
“

　
℃
霞
冨
”
一
。
◎
①
c
Q
”
P
O
．
一
c
Q
刈
G
Q
野

⑤
野
史
Φ
『
暴
p
魯
ミ
ト
ト
。
”
ロ
ρ
自
㎝
り
＆
P
お
♪
爵
①
’

⑥
㌘
ヨ
げ
。
壽
罫
曇
ミ
㌔
．
＆
G
。
－
ω
舟
写
器
N
置
Φ
三
8
§
§
℃
ω
b
卜
。
　
野
憲
①
押

　
曾
9
鼻
ト
磨
り
ω
■
一
b
。
？
㈹
N
ω
刈
9
0
8
0
訂
厨
苗
圃
9
．
ら
ド
。
。
．
這
一
－
Φ
卜
。
．
ま
た
、
以
下
の

　
研
究
に
詳
し
い
。
寄
鮒
。
三
軍
§
鼻
署
．
心
。
。
整
。
。
①
’

⑦
同
■
窯
⑦
琴
Φ
押
き
寒
砺
贈
§
免
・
M
隆
％
ミ
謎
ミ
憩
ミ
§
ミ
§
。
登
漆
督
馬
§

　
き
議
蓬
§
詮
§
貸
謡
Φ
N
c
。
儀
艶
≦
費
ω
鑓
≦
P
巳
α
N
ω
μ
o
。
。
。
．
ま
た
フ
ラ
ン
ス
大

　
使
の
報
告
に
よ
る
と
、
総
連
盟
の
文
書
の
多
く
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
入
の
手
に
よ
る
も

　
の
と
さ
れ
る
。
閏
き
匹
巴
ω
諺
9
P
魯
．
q
ド
叶
b
℃
p
o
卜
ω
0
．

⑧
曾
§
琶
養
ζ
。
遷
N
き
ぎ
冨
郎
（
以
下
砂
ミ
§
N
と
略
）
」
。
。
長
部
。
ト

　
ω
b
沁
－
鱒
①
．

⑨
ミ
織
蔓
器
鯨
言
N
。
。
．
ω
押
穿
罎
び
。
閉
炉
竜
．
鼻
ω
漉
9
0
H
。
・
ざ
『
冨
り
曇
q
ド

　
ω
’
一
⑩
一
■

⑳
9
。
。
訂
葬
p
魯
聾
や
ω
い
。
。
り
一
ω
ぎ
葺
。
器
ぎ
．
、
9
鑓
三
唱
。
『
ざ
、
．
暫
。
。
■
ω
謬
　

　
N
帥
ミ
餌
恥
簿
溜
愚
．
出
営
．
N
O
？
O
メ
J
・
ス
コ
ヴ
ロ
ネ
ク
（
早
坂
真
理
訳
）
「
ナ
ポ

　
レ
オ
ン
に
対
す
る
ボ
…
ラ
ン
ド
貴
族
の
姿
勢
－
拒
否
か
協
力
か
一
」
阪
東
宏

　
編
著
魍
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
論
集
協
三
省
堂
、
～
九
九
六
、
一
〇
…
＝
二
頁
。

⑪
写
霧
N
匡
Φ
鼠
。
N
曽
愚
．
聾
”
ω
■
り
㌣
り
ω
．
総
連
盟
代
表
団
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
復
興
に

　
関
す
る
明
確
な
言
辞
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
瞬
留
■

　
牙
『
ヨ
四
p
愚
証
計
蕊
B
。
．
お
蒔
本
章
註
⑲
も
参
照
。

⑫
洩
§
寒
養
昌
9
N
ω
■
お
（
結
成
決
議
第
一
〇
条
）
・
こ
れ
に
よ
る
と
総
評
議
会
の

　
人
選
は
以
下
の
と
お
り
。
元
老
院
議
員
S
・
ザ
モ
イ
ス
キ
、
J
・
ゴ
ワ
シ
ェ
フ
ス

　
キ
司
教
。
国
家
評
議
員
A
・
リ
ノ
フ
ス
キ
、
M
・
バ
デ
ニ
。
郡
選
出
の
代
議
員

　
A
・
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
、
F
・
ス
ク
ジ
ェ
フ
ス
キ
、
J
・
オ
ヴ
イ
ツ
キ
、
F
・
ヴ

　
ェ
ン
ジ
ク
、
F
・
ウ
ビ
ェ
ン
ス
キ
。
都
市
選
出
の
代
議
員
K
・
ス
ク
ル
コ
フ
ス
キ
。

　
ま
た
総
評
議
会
書
記
に
は
国
家
評
議
会
秘
轡
官
K
・
コ
ジ
ミ
ャ
ン
が
選
ば
れ
た
。

⑬
薯
蔓
自
運
切
。
．
ド
ω
．
メ
内
舞
δ
一
甲
§
ミ
ト
鮒
も
。
．
お
G
。
一
ζ
2
。
卑
§
ら
ド
し
・
μ
。
。
。
。
■

　
彼
は
後
述
す
る
ア
ダ
ム
・
イ
ェ
ジ
の
父
で
あ
る
。

⑭
囚
’
函
鼠
邑
響
（
》
’
凶
。
5
。
募
二
毛
琶
．
y
評
ミ
曇
ミ
鳶
ω
r
毛
H
。
9
広
し
り
お
“

　
［
．
N
ω
．
ω
O
ρ
ω
一
期
鴫
姦
臣
Φ
『
旨
雪
り
愚
．
ら
壁
噌
［
．
N
昌
ρ
O
O
Q
メ
①
0
9
閑
¢
箆
Φ
一
り
号
．
ら
ド

　
［
．
押
ω
．
旨
餅
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
の
権
限
委
譲
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
薯
遷
竈
鯉

　
p
p
一
り
ω
．
甲
分
躍
餌
昌
創
面
ω
日
簿
鐸
u
愚
．
ら
盈
『
N
訂
ρ
G
Q
①
①
・

⑮
ミ
ミ
選
畏
巳
■
N
。
。
・
匁
ふ
O
．

⑯
六
月
三
〇
日
付
お
よ
び
七
月
一
日
付
布
告
。
b
。
誉
慧
さ
津
島
§
ミ
ぎ
昏
、
㌣

　
生
業
ミ
§
，
§
ミ
ミ
ミ
窪
き
気
題
§
織
き
砕
建
§
円
し
。
．
ρ
c
。
め
（
以
下
b
o
§
馬
罫
§

　
b
N
凡
§
ミ
ぎ
と
略
。
本
章
註
⑱
b
讐
ミ
幕
の
号
外
）
．

⑰
ウ
§
冤
器
憩
b
ρ
ゲ
ρ

⑱
建
』
§
暮
さ
、
奪
ミ
毫
蚕
N
§
N
・
華
尊
寒
論
§
ぎ
駿
ミ
§
b
ρ
一
お
麟
」
。
。
お

　
（
以
下
b
臨
§
、
幕
と
略
）
．
七
月
一
　
日
付
第
百
写
か
ら
一
　
月
～
○
日
付
ま
で
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全
三
四
号
。
『
日
報
輪
と
あ
る
が
、
概
ね
二
日
ご
と
に
発
刊
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ

　
ラ
ン
ス
語
版
b
σ
ミ
N
ミ
§
寒
隷
G
ミ
蓼
織
§
§
肉
亀
§
ミ
恥
懸
ミ
N
冬
ミ
も
存
在

　
し
た
が
、
途
中
で
発
刊
を
断
念
し
た
模
様
。
出
島
ぽ
『
ヨ
鋤
戸
魯
．
算
計
島
讐
p
。
．
愈
駆

　
（
管
昌
豆
ω
y
駆
G
Q
伊

⑲
フ
ラ
ン
ス
語
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
以
下
に
所
収
。
、
．
9
し
・
8
養
し
。
傷
Φ
《
」
㊦
9
①

　
℃
舘
鶏
ぎ
芝
く
甑
。
賦
甲
℃
み
玖
μ
㊥
謀
号
莚
U
魯
三
曽
葺
8
簿
力
ひ
唱
。
自
①
仙
①
ω
9
ζ
㌣

　
一
①
ω
趣
、
り
b
。
§
幕
さ
b
蔑
§
ミ
ぎ
ザ
ク
セ
ン
王
に
も
使
節
が
派
遣
さ
れ
、
総
連
盟

　
の
承
認
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
会
見
の
模
様
や
加
盤
文
書
は
以
下
を
参
照
。
b
獣
寧

　
ミ
画
μ
ρ
一
躰
9

⑳
六
月
三
〇
日
付
の
布
告
は
以
下
の
版
も
確
認
。
〉
毎
毎
毒
ヨ
℃
以
ω
ヨ
衝
く
Φ
’
く

　
℃
o
N
墨
繰
戸
N
ぼ
曾
Φ
q
鴇
δ
毛
一
。
。
O
⑱
回
。
。
凸
b
【
．
一
ω
ω
．
ま
た
、
こ
う
し
た
布
告
は

　
凹
日
報
鯨
の
号
外
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑳
以
下
を
参
照
し
た
。
Q
§
§
き
竃
も
ミ
惑
㌔
§
き
、
語
織
§
ミ
§
脱
ぎ
§
§
－

　
嵩
馨
（
発
刊
地
ワ
ル
シ
ャ
ワ
）
　
さ
黛
、
卜
凡
尉
§
恥
ミ
（
同
ヴ
ィ
ル
ノ
）
．

⑫
ま
た
、
『
議
会
日
録
』
の
方
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
内
で
三
〇
〇
〇
部
、
さ
ら
に
国

　
内
で
四
〇
〇
〇
部
配
っ
た
と
さ
れ
る
。
図
碧
q
Φ
詳
口
固
P
愚
・
鳥
計
け
』
”
p
o
卜
Q
。
伊

⑬
　
ミ
ミ
望
§
鯉
p
o
N
ω
．
膳
。
。
虞
⑩
’

⑳
グ
ロ
ド
ノ
郡
連
盟
の
例
。
b
臨
§
秘
画
p
。
．
ω
v
ω
』
ω
幽
蒔
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
を
抱

　
え
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
宣
伝
活
動
は
ぞ
ん
ざ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
囚
。
呼

　
ヨ
貯
P
愚
．
ら
ド
陣
N
。
。
．
ω
O
心
．

⑳
U
暮
山
島
。
。
り
信
9
。
勝
も
唱
・
ミ
？
。
。
。
。
レ
。
。
⑱
。
。
。
。
・

⑳
H
壽
ω
N
江
Φ
三
8
魯
ミ
い
。
。
．
8
め
N
扇
。
。
あ
ト
。
　
謬
ご
9
愚
・
§
ト
鮒
ω
’
ω
。
。
り
ゐ
9

　
∪
き
α
巳
貧
愚
．
無
計
慧
渦
⑩
刈
－
鎗
⑩
甲
≦
転
身
O
N
り
信
．
9
．
計
署
ぴ
刈
－
①
ρ
リ
ト
ア
ニ
ア

　
で
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ
た
と
い
う
以
下
の
評
価
は
例
外
的
だ
が
、
こ
れ
は
ロ
シ

　
ア
帝
国
内
の
他
地
域
と
比
べ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
頃
．
内
着
駆
日
。
炉

　
、
函
℃
器
唱
餌
囚
切
。
旨
＝
困
。
陣
員
国
弓
切
ぴ
民
．
讐
、
o
①
ミ
記
ド
甲
8
一
〇
〇
卜
。
も
門
で
．
ω
b
◎
－
ω
窃
■

⑳
幻
§
げ
。
壽
ζ
§
ミ
】
ω
b
り
O
－
り
ω
…
野
馳
集
ρ
鼻
ら
欺
も
思
．
ω
リ
ム
ρ
≦
碧
身
。
N
“

　
§
．
愚
計
℃
や
ト
⊃
命
ω
卜
⊃
Ψ
ω
①
－
q
継
．

⑬
∪
自
島
民
昼
号
ミ
も
娼
．
ま
出
。
。
．

⑳
　
｝
七
九
四
年
の
蜂
起
参
加
者
へ
の
恩
赦
や
、
分
割
前
の
地
方
自
治
・
教
育
・
法

　
制
度
の
復
活
な
ど
。
ま
た
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
ア
ダ

　
ム
・
イ
ェ
ジ
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
を
重
用
し
た
。
以
下
参
照
。
写
器
斗
δ
鼠
。
斜

　
魯
叙
計
ω
齢
∴
ρ
U
二
p
縣
巳
駐
v
信
．
9
計
唱
や
？
卸
量
丙
聖
目
象
り
魯
．
ら
F
【
．
朗
ω
．
り
り
山
0
9

　
回
巳
㊦
げ
降
評
魯
「
9
。
計
ω
・
O
？
O
メ
N
帥
≦
鱒
伽
満
員
魯
．
織
貸
国
「
≦
勝
器
斜
懸
蹄
罎
翁
b
改
馬
＆
嚇

　
ぎ
、
M
絵
軽
織
凡
さ
ご
§
”
≦
碧
ω
N
餌
≦
四
》
一
⑩
り
P
。
6
．
o
◎
Ψ
0
9

⑳
〆
。
ぎ
冨
p
曾
・
§
ト
N
ω
．
ら
。
一
罪
山
。
。
　
N
磐
巴
N
年
魯
§
℃
庖
b
8
山
ピ

⑳
　
b
。
§
§
§
b
戴
§
ミ
ぎ
当
時
に
お
い
て
も
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
総
動
員
の
身
分
的

　
排
他
性
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
長
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
て
い
る
。
内
。
い
巨
帥
P

　
愚
図
澄
『
N
ω
．
ω
一
ト
」
．

⑫
囚
艮
δ
押
明
職
計
江
”
。
。
．
ド
①
マ
①
卜
。
一
〇
δ
昆
巳
路
ρ
§
甑
銚
も
μ
逡
．

⑳
　
円
Φ
露
げ
。
≦
ω
5
愚
．
自
計
ω
．
爵
㎝
幽
①
．

⑭
囚
。
い
砂
口
私
書
ミ
い
§
甲
ω
．
ω
6
凸
。
。
一
欝
乱
Φ
♂
ヨ
鼠
戸
魯
§
し
N
8
．
＄
9

　
関
①
白
げ
。
≦
ω
賦
り
信
蕊
計
も
。
眞
邸
刈
■

⑮
　
b
臨
§
§
隷
も
。
．
G
。
以
降
に
度
々
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑯
b
獣
§
ミ
沖
p
。
齢
P
卜
⊃
刈
な
ど
。
以
下
も
参
照
。
渕
㊦
暮
。
ぞ
終
お
号
ら
ド

　
白
。
．
心
卜
。
一
－
悼
卜
⊃
．

⑰
津
§
ミ
か
p
ρ
。
。
ρ
。
・
’
卜
。
＄
高
。
．
以
下
も
参
照
。
幻
Φ
ヨ
げ
。
藷
年
魯
§
㌧
ω
．
合
悼
．

⑳
　
野
口
N
猷
①
鼠
。
斜
愚
・
鳥
計
ω
．
H
一
①
－
卜
⊃
膳
（
送
付
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
チ
ャ
ル

　
ト
リ
ス
キ
の
加
盟
文
書
（
日
付
は
記
さ
れ
ず
）
は
ω
．
一
号
－
卜
⊃
ω
げ
N
睾
巴
N
年

　
竜
．
鼠
計
暑
b
O
轟
－
一
さ
。
・
な
お
、
父
親
や
義
理
の
兄
弟
ザ
モ
イ
ス
キ
の
ほ
か
に
、
ア
ダ

　
ム
・
イ
ェ
ジ
の
実
弟
も
フ
ラ
ン
ス
側
に
た
っ
て
モ
ス
ク
ワ
遼
征
に
参
加
し
て
い
る
。
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第
二
章
　
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
復
活

（
じ
　
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
復
活
の
宣
言

ナポレオン時代のポーランドとリトアニア（梶）

　
本
章
で
用
い
る
史
料
は
、
総
連
盟
が
出
し
た
『
議
会
日
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
総
連
盟
結
成
に
先
立
つ
代
表
報
告
や
、
前
文
と
全
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

条
か
ら
な
る
総
連
盟
結
成
決
議
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
公
国
の
財
務
大
臣
マ
ト
ゥ
シ
ェ
ヴ
イ
チ
が
草
案
を
作
り
、
大
使
プ
ラ
ッ
ト
が
修
正
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
が
加
え
た
変
更
は
、
主
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
の
配
慮
と
そ
れ
ゆ
え
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
総
連
盟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

関
係
の
希
薄
化
、
反
ロ
シ
ア
色
の
強
化
で
あ
り
、
国
家
像
に
関
し
て
は
本
質
的
な
変
化
は
被
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
は
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

月
二
一
日
に
は
予
め
公
国
の
大
臣
評
議
会
で
承
認
を
受
け
、
二
八
日
の
公
国
議
会
で
代
表
報
告
の
後
に
採
択
さ
れ
た
。

　
以
下
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
内
容
を
概
観
し
た
う
え
で
、
そ
こ
に
現
れ
る
国
家
像
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
マ
ト
ゥ
シ
ェ
ヴ
イ
チ
に
よ
る
代
表
報
告
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
輝
か
し
い
歴
史
と
と
も
に
、
分
割
前
の
ロ
シ
ア
の
所
業
を
述
べ
、

「
不
幸
の
元
凶
」
ロ
シ
ア
に
対
す
る
反
感
を
あ
お
る
。
野
蛮
な
ロ
シ
ア
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
砦
と
し
て
の
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
わ
た

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
存
在
意
義
を
強
調
し
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
尽
力
の
必
要
を
説
く
。
最
後
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
既
に
存
在
し
て
い
る
と
宣
言
さ
れ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
祖
国
へ
の
復
帰
と
団
結
を
呼
び
か
け
、
連
盟
結
成
と
い
う
手
段
を
提
案
す
る
。

　
総
連
盟
結
成
決
議
は
前
文
に
お
い
て
、
代
表
報
告
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
君
主
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
の
権
威
と
A
・
K
・
チ
ャ

ル
ト
リ
ス
キ
の
指
導
の
下
で
総
連
盟
を
結
成
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
総
連
盟
の
目
的
に
は
「
祖
国
の
再
興
」
、
つ
ま
り
「
不
当
な
暴
力
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
て
ば
ら
ば
ら
に
分
割
さ
れ
た
椴
国
を
元
の
よ
う
に
一
つ
の
統
合
体
に
張
り
合
わ
せ
、
祖
国
に
往
時
の
存
在
と
繁
栄
を
取
り
戻
す
」
こ
と
を
掲

げ
、
「
共
通
の
母
の
名
に
お
い
て
」
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
団
結
を
呼
び
か
け
る
。
そ
し
て
祖
国
の
復
活
・
統
合
を
祈
っ
た
の
ち
、
宣
誓
や
具
体
的

な
活
動
規
定
を
含
む
結
成
決
議
一
八
箇
条
が
掲
げ
ら
れ
る
。
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さ
て
総
連
盟
は
、
そ
の
名
称
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
｝
地
域
の
国
家
か
ら
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」

全
体
の
国
家
へ
の
変
貌
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
総
連
盟
結
成
決
議
や
布
告
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
で
は
な
く
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
」
と
の
表
現
が
現
れ
る
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
総
連
盟
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
地
域
国
家
と
い
う
色
を
払
拭
す
べ
く
、
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
に
復
活
す
る
国
家
に
対
し
て
、
分
割
時
の
秘
密
条
項
で
使
用
を
禁
じ
ら
れ
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
い
う
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
、
い
や
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
既
に
存
在
し
て
い
る
、
む
し
ろ
、
存
在
し
な
か
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
は
決
し
て
な
い
！
」
と
い
う
、
代
表
報
告
で
の
マ
ト
ゥ
シ
ェ
ヴ
イ
チ
の
言
葉
は
大
き
な
喜
び
を
喚
起
し
た
。

　
で
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
が
指
す
地
理
的
範
囲
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
分
割
前
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
が
「
共
和
国
」
全

体
を
指
す
場
合
も
あ
っ
た
が
、
常
に
「
両
国
民
の
共
和
国
」
全
体
を
指
す
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
が
指

す
範
囲
を
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。
結
成
決
議
前
文
で
は
、
統
合
す
る
対
象
と
し
て
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
な
地
域
を
挙
げ
る
。
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ゆ
え
に
、
我
々
は
誠
実
な
友
愛
の
手
を
差
し
出
そ
う
。
そ
う
す
れ
ば
公
正
な
る
天
は
、
高
潔
な
努
力
に
褒
美
を
拒
む
こ
と
な
く
与
え
、
幸
福
な
瞬
間
を

早
め
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
兄
弟
た
る
［
リ
ト
ア
ニ
ア
の
］
騎
士
の
紋
章
が
［
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
］
白
鷲
と
並
ん
で
、
騎
士
の
盾
や
国
章
の
飾
り
に
再
び

［
現
れ
］
、
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
の
肥
沃
な
畑
に
、
そ
し
て
ポ
ド
レ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
広
大
な
平
原
に
歓
喜
の
声
が
こ
だ
ま
す
る
だ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
万
歳
！

　
　
　
⑧

祖
国
万
歳
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ロ
シ
ア
領
の
旧
「
共
和
国
」
地
域
全
体
一
紋
章
を
持
つ
リ
ト
ア
ニ
ア
と
、
ロ
シ
ア
領
の
そ
の
他
の
三
つ
の
地
域
…
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ま
た
、
代
表
報
告
で
も
同
様
の
地
域
の
住
民
を
、
公
国
の
住
民
と
血
の
つ
な
が
っ
た
兄
弟
、
同
じ
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
我
々

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
復
活
の
好
ま
し
い
状
況
を
既
に
享
受
し
て
い
る
我
々
だ
け
で
な
く
、
未
だ
そ
の
解
放
を
待
ち
望
ん
で
い
る
地
域
の
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

人
も
、
我
々
同
様
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
以
上
の
地
域
を
全
て
、
祖
国
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
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総
連
盟
は
、
結
成
時
に
「
共
和
国
」
の
歴
史
に
言
及
し
、
公
国
の
紋
章
で
は
な
く
、
分
割
前
の
「
共
和
国
」
と
同
じ
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
「
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

鷲
」
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
「
騎
士
」
の
紋
章
を
用
い
た
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
に
分
割
前
の
国
家
の
継
承
を
目
指
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
分
割
前
の
國
家
や
領
土
全
体
を
統
合
す
る
将
来
の
国
家
に
雷
及
す
る
際
に
は
、
「
祖
国
○
鷲
曙
諺
と
や
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
が
用
い
ら
れ
、

「
共
和
国
」
は
現
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
結
成
決
議
第
二
条
に
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
総
連
盟
は
［
中
略
］
以
下
の
こ
と
を
宣
書
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
は
再
建
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
礎
は
再
び
～
つ
に
統
合
さ
れ
る
。
」
と
あ
り
、
復
活
す
る
国
家
の
名
称
に
明
確
に
「
ポ
ー
ラ

ン
ド
王
国
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
や
プ
ロ
イ
セ
ン
領
の
地
域
は
除
か
れ
る
が
、
一
七
七
二
年
国
境
の
「
共
和
国
」
の
範
囲
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と

同
一
視
し
て
い
る
の
で
あ
麺
・
構
成
員
に
つ
い
て
も
・
「
ポ
⊥
フ
ン
ド
人
℃
。
盛
や
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
影
。
亀
。
蓬
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
先
述
の
引
用
の
よ
う
に
、
「
両
国
民
の
共
和
国
」
か
ら
一
つ
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
」
へ
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。

（
二
）
　
「
共
和
国
」
か
ら
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
へ

　
で
は
、
な
ぜ
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
あ
る
い
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
「
（
両
国
民
の
）
共
和
国
」
か
ら
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」

へ
の
変
化
に
は
、
共
和
政
か
ら
王
政
へ
の
白
粥
の
変
化
と
、
「
両
国
民
」
か
ら
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
へ
の
構
成
集
団
名
の
変
化
の
二
つ
が
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
総
連
盟
の
文
書
の
ほ
か
、
同
時
代
の
政
治
的
著
作
に
言
及
し
な
が
ら
、
国
家
像
や
統
合
原
理
と
密
接
に

関
わ
る
こ
の
問
題
に
答
え
た
い
。

　
先
述
の
総
連
盟
の
文
書
に
は
一
つ
の
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
政
治
的
無
秩
序
状
態
を
避
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
分
割
前
、
度
々
内
乱
に
つ
な
が
っ
た
連
盟
は
国
下
上
の
重
大
な
問
題
点
と
な
り
、
一
七
九
一
年
の
統
治
法
、
い
わ
ゆ
る
五
月
三
日
憲
法
で
一

　
　
　
　
　
　
⑮

度
は
禁
止
さ
れ
た
。
だ
が
、
は
や
翌
年
に
結
成
さ
れ
た
タ
ル
ゴ
ヴ
ィ
ツ
ァ
連
盟
は
、
五
月
三
日
憲
法
廃
止
を
掲
げ
て
ロ
シ
ア
の
介
入
を
求
め
た

た
め
、
憲
法
擁
護
派
と
内
戦
に
な
り
、
つ
い
に
は
第
二
次
分
割
に
つ
な
が
っ
た
。
一
八
一
二
年
の
総
連
盟
は
、
こ
う
し
た
経
緯
、
特
に
分
割
を
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教
訓
と
し
て
、
武
装
蜂
起
を
目
指
す
一
方
で
、
各
勢
力
の
無
秩
序
な
擁
頭
を
防
止
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

内
紛
を
避
け
る
こ
と
に
特
別
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

本
日
結
成
さ
れ
て
い
る
総
連
盟
は
、
祖
国
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
た
悪
弊
に
道
を
そ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
総
連
盟
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
迫
害
し
、
そ
し
て
全
て
の
者
に
被
害
を
与
え
る
よ
う
な
法
令
も
私
的
な
許
可
も
生
み
出
さ
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
を
優
遇
し
て
他
方

120 （736）

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
内
戦
に
よ
る
分
割
と
い
う
事
情
の
た
め
、
新
た
な
分
裂
を
避
け
る
た
め
に
も
分
割
の
原
因
を
問
う
こ
と
薗
体
避
け
ね
ば

　
　
　
　
　
⑱

な
ら
な
か
っ
た
。
祖
国
の
統
一
を
最
優
先
し
、
融
和
的
な
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
と
旧
体
制
の
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
も
結
び

　
　
　
　
⑲

付
け
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
を
国
教
と
し
な
が
ら
も
、
分
割
前
と
同
様
、
す
べ
て
の
宗
派
に
宗
教
的
寛
容
を
示
す
こ
と
も
不
和
を
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

け
る
重
要
な
努
力
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。

　
総
連
盟
は
、
分
割
前
の
「
共
和
政
ア
ナ
ー
キ
ー
」
の
よ
う
な
祖
国
の
分
裂
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
無
秩
序
状
態
を
避
け
る
努
力
は
、

分
割
後
の
主
な
政
治
的
著
作
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
一
七
九
四
年
の
蜂
起
指
導
者
丁
・
コ
シ
チ
ュ
！
シ
コ
（
あ
る
い
は
そ
の
秘
書
）
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

『
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
独
立
の
た
め
に
戦
う
こ
と
が
で
き
る
か
』
や
、
分
割
前
か
ら
の
政
治
改
革
論
者
で
あ
る
S
・
ス
タ
シ
ツ
の
『
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
⑫

の
統
計
に
つ
い
て
』
、
同
じ
く
H
・
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
の
『
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
条
約
以
後
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
と
呼
ば
れ
始
め
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

部
の
現
状
に
つ
い
て
の
論
評
』
（
以
下
『
論
評
』
と
略
す
）
に
は
、
分
割
前
の
ア
ナ
ー
キ
ー
や
分
裂
状
態
へ
の
批
判
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
ツ
や
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
の
著
作
で
は
そ
れ
が
君
主
政
支
持
へ
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
総
連
盟
も
秩
序
だ
っ
た

政
治
体
綱
を
指
向
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
共
和
国
」
の
語
を
避
け
た
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
総
連
盟
結
成
前
後
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
で
は
、
新
た
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
君
主
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
の
要
人
を
望
む
声
が

　
　
⑮

あ
っ
た
。
現
実
の
選
択
肢
と
し
て
も
、
同
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
他
の
衛
星
国
と
同
様
の
君
主
政
が
想
像
で
き
る
。
共
和
政
か
ら
君
主
政
へ
の
指

向
の
変
化
と
、
君
主
政
に
限
ら
れ
た
現
実
の
選
択
肢
に
よ
っ
て
、
「
共
和
国
」
で
は
な
く
「
王
国
」
を
使
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
方
で
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
い
う
語
の
使
用
に
関
し
て
は
、
近
世
以
来
徐
々
に
「
共
和
国
」
の
代
わ
り
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
い
う
言
葉
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
、
用
語
法
の
研
究
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
八
世
紀
後
半
、
最
後
の
国

王
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
の
時
代
に
は
、
公
的
な
文
書
に
お
い
て
も
統
｝
国
家
の
名
称
は
多
様
で
曖
昧
で
あ
っ
た
。
基
本
法
や
議
決
に

は
、
統
一
国
家
の
名
称
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
”
リ
ト
ア
ニ
ア
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
の
な
い
五
月
三
日
憲
法
を
除
い
て
、
統
一
国
家
の
呼
称
と
し
て
、

「［

|
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
が
］
不
可
分
に
接
合
さ
れ
た
共
和
国
」
や
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
」
、
「
王
冠
領
と
リ
ト
ア
ニ

ア
」
な
ど
の
ル
ブ
リ
ン
合
同
以
来
の
表
現
が
現
れ
る
。
一
方
で
、
従
来
の
表
現
の
他
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
」
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
現
れ
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
が
中
心
と
な
る
呼
称
へ
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
述
の
政
治
的
著
作
も
、
分
割
前
の
領
土
全
体
の
復
活
を
目
指
し
つ
つ
、
そ
の
範
囲
を
指
す
の
に
「
共
和
国
」
で
は
な
く
「
ポ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
ド
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
一
八
世
紀
後
半
の
異
称
の
変
化
と
分
割
を
経
て
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
が
よ
り
求
心
力
を

持
つ
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
総
連
盟
が
出
し
た
文
書
に
関
し
て
は
、
分
割
を
象
徴
す
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」

の
語
の
使
用
禁
止
に
抵
抗
す
る
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
政
治
制
度
の
変
化
と
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
に
込
め
た
意
識
の
変
化
が
と
も
に
現
れ
、
「
両
国
民
の
共
和
国
」
か
ら

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
へ
の
変
化
が
起
こ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
　
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
国
家
の
基
盤

　
で
は
、
い
か
な
る
国
民
か
ら
な
る
国
家
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
い
か
に
し
て
統
合
が
は
か
ら
れ
た
の
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
｝
八
世
紀
後
半
、
「
共
和
国
」
で
は
複
合
的
な
国
家
の
統
合
が
唱
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
世
俗
の
公
教
育
嗣
度
の
整
備
や
財

産
資
格
に
よ
る
参
政
権
の
導
入
決
定
な
ど
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
以
外
へ
の
国
民
的
権
利
の
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背

景
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
の
研
究
者
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
政
治
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
か
ら
民
族
言
語
的
基
準
に
よ
る
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ネ
イ
シ
ョ
ン
へ
の
変
化
を
読
み
取
る
。
前
者
は
、
あ
る
国
の
特
権
階
層
を
民
族
帰
属
と
は
無
関
係
に
そ
の
国
の
国
民
と
み
な
す
一
方
で
、
重
層

的
な
帰
属
意
識
の
あ
り
方
を
許
容
す
る
。
後
者
は
、
全
社
会
階
層
を
国
民
の
対
象
と
す
る
一
方
で
、
他
集
団
へ
の
排
他
性
を
増
す
、
と
い
う
も

　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。

　
一
七
七
〇
年
代
か
ら
の
教
育
改
革
や
五
月
三
日
憲
法
の
制
定
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
国
王
と
と
も
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

統
合
を
進
め
た
の
が
、
先
述
の
H
・
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
で
あ
る
。
彼
自
身
は
モ
ス
ク
ワ
遠
征
前
（
　
八
＝
　
年
二
月
）
に
没
す
る
が
、
彼
の
『
論

評
』
に
は
具
体
的
な
新
生
国
家
の
体
制
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
関
係
が
雷
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
彼
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
で
、
将
来
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
国
家
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
の
東
の
防
壁
と
し
て
位
置
付
け
、
中
央
集
権
的
国
家
で
全
身
分
が
人
格
的
自
由
を

　
　
　
　
　
　
⑫

持
つ
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
ジ
ャ
コ
バ
ン
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
重
層
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
批
判
し
、
一
層
一

元
的
で
均
質
的
な
国
家
を
も
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
「
［
分
割
前
の
連
邦
主
義
と
無
秩
序
と
い
う
］
困
難
は
我
々
の
立
法
者
【
ナ
ポ
レ
オ
ン
］
の
明
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
機
知
の
前
で
は
消
え
去
っ
た
。
こ
の
［
公
国
憲
法
の
も
と
で
は
地
域
主
義
の
精
神
は
永
遠
に
崩
壊
し
た
。
」
「
今
後
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

プ
ル
シ
人
、
ヴ
ォ
ウ
イ
ン
人
、
ポ
ド
レ
人
、
キ
エ
フ
人
、
ル
ジ
人
な
ど
は
～
人
も
い
な
く
な
り
、
誰
も
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
な
る
。
」

　
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
の
ほ
か
に
も
、
ス
タ
シ
ツ
の
著
作
に
は
、
分
割
前
同
様
に
政
治
的
権
利
の
拡
大
を
目
指
す
姿
勢
と
全
身
分
を
含
む
ネ
イ
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
㊧

ン
概
念
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
A
・
」
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
や
ス
タ
シ
ツ
は
、
ス
ラ
ヴ
の
連
帯
や
民
族
的
単
位
に
よ
る
政
治
体
制
な
ど
を
唱

　
　
　
　
⑳

え
て
も
い
る
。
つ
ま
り
、
一
九
世
紀
初
頭
、
旧
「
共
和
国
」
地
域
で
は
、
政
治
的
権
利
に
基
づ
く
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
と

も
理
念
上
は
全
身
分
を
含
む
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
が
登
場
し
た
。
し
か
も
民
族
的
基
準
が
重
要
性
を
増
し
、
民
族
的
に
均
質
な
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」

の
統
合
も
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
遠
征
時
に
は
、
新
た
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
が
領
土
統
合
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
統
合
の
力
と
な
り
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、

現
実
の
政
治
の
舞
台
で
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
を
分
析
し
た
い
。

　
ま
ず
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
下
方
拡
大
と
の
関
連
で
は
加
盟
資
格
が
問
題
と
な
る
。
総
連
盟
は
「
全
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
の
加
盟
を
求
め
つ
つ

122 （738）



も
、
当
初
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
の
憲
法
で
財
産
資
格
等
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
地
方
議
会
参
政
権
を
持
つ
、
貴
族
や
一
部
の
都
市
民
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

加
盟
が
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
七
月
～
日
の
布
告
で
は
、
地
方
議
会
で
の
投
票
権
を
持
た
な
い
者
に
も
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
以
下
の
検
討
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
総
連
盟
の
主
な
対
象
と
な
る
の
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
で
あ
る
。
都
市
罠
の
参
加
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
総
連
盟
の
文
書
に
は
そ
の
像
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
総
連
盟
結
成
決
議
や
代
表
報
告
に
は
、
祖
国
を
母
、
そ
の
導
管
を
子
供
に
た
と
え
て
、
母
へ
の
回
帰
を
子
に
求
め
る
表
現
が
随
所
に
見
ら
れ

⑳る
。
こ
れ
は
、
擬
似
血
縁
的
な
関
係
を
想
起
し
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
の
結
束
を
強
め
る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
代
表
報
告

の
以
下
の
文
章
が
興
味
深
い
。

ナポレオン時代のポーランドとリトアニア（梶）

そ
う
だ
、
我
々
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
生
ま
れ
つ
き
社
会
や
我
々
の
祖
先
か
ら
受
け
継
ぐ
権
利
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

保
証
と
し
て
要
求
す
る
こ
の
鍛
も
神
聖
な
権
利
に
よ
っ
て
、
我
々
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
の
で
あ
る
。

全
世
界
が
認
め
、
全
人
類
が
そ
の
存
在
の

　
ま
ず
、
当
然
の
権
利
と
し
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
た
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
一
般
に
通
じ
る
前
提
で
あ
る
。
ま
た
、

系
譜
的
要
素
に
訴
え
る
こ
と
か
ら
よ
り
民
族
的
基
準
に
近
い
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
逆
説
的
な
が
ら
、
こ
こ
で
社
会
を

規
定
す
る
も
の
は
以
前
の
「
共
和
国
」
で
あ
り
、
こ
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
概
念
は
昆
族
的
基
準
で
は
な
く
、
以
前
と
同
じ
「
共
和
国
」
と
い

う
国
制
の
枠
組
み
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
実
的
に
は
統
合
機
能
を
果
た
し
え
な
い
、
一
つ
の
宗
教
、
一
つ
の
言
語
な
ど
民
族
的
基
準
へ

の
訴
え
か
け
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
他
の
布
告
で
は
、
さ
き
ほ
ど
の
引
用
に
あ
る
「
社
会
や
我
々
の
祖
先
か
ら
受
け
継
ぐ
権
利
」
と
類
似
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

表
現
で
、
具
体
的
に
地
方
議
会
へ
の
参
政
権
を
指
す
例
も
見
ら
れ
る
。

　
む
し
ろ
多
く
現
れ
る
の
は
、
母
に
た
と
え
ら
れ
る
祖
国
の
歴
史
や
未
だ
鮮
明
だ
っ
た
そ
の
記
憶
、
騎
士
層
の
活
躍
や
そ
の
名
誉
と
い
っ
た
シ

ュ
ラ
フ
タ
自
身
の
身
分
に
関
わ
る
言
説
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
過
去
と
未
来
が
対
比
さ
れ
る
。
過
去
の
国
家
の
消
滅
は
暗
黒
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
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⑫

未
来
の
新
し
い
国
家
は
栄
光
あ
る
祖
国
の
復
活
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
分
母
前
は
、
君
主
で
は
な
く
シ
ュ
ラ
フ
タ
こ
そ
が
国
家
の
主
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
特
権
を
侵
す
君
主
は
連
帯
し
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
抵
抗
や
反
乱
に
度
々
遭
遇
し
て
い
た
が
、
総
連
盟
の
文
書
で
は
、
シ
ュ

ラ
フ
タ
は
君
主
に
忠
実
な
騎
士
の
像
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
偉
大
な
版
図
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
「
共
和
国
」
か
ら
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
に
す

り
替
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
総
意
結
集
を
求
め
る
た
め
、
政
治
的
無
秩
序
状
態
や
君
主
へ
の
反
乱
と
い
っ
た
遠
心
性
を
持
つ
要

素
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
記
憶
の
取
捨
選
択
の
後
に
、
祖
国
の
栄
光
の
過
去
が
、
国
家
と
い
う
枠
組
み
を
欠
い
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
新

た
な
基
盤
を
提
供
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
総
連
盟
の
文
書
に
お
け
る
こ
う
し
た
過
去
の
認
識
に
は
君
主
政
へ
の
指
向
が
投
影
さ
れ
て
お
り
、
後
の
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
共
和
政
に
対
す

る
肯
定
的
な
評
価
と
は
相
容
れ
な
い
。
だ
が
～
方
で
、
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
代
表
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ア
ジ
ア
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
砦
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
対
比
自
体
は
近
世
よ
り
存
在
す
る
が
、
総
連
盟
の
文

書
に
は
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
の
『
論
評
』
と
同
様
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
に
防
壁
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
独
立
が
有
用
で
あ
る
と
す
る
主
張
も
現
れ
る
。
こ
う
し
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
防
壁
の
使
命
と
そ
の
独
立
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
有
用
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
主
張
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
の
時
期
以
降
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、
国
家
再
建
の
根
拠
と
さ
れ
た
。

　
以
上
、
本
章
の
分
析
か
ら
は
、
主
と
し
て
共
和
政
の
忌
避
に
よ
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
へ
の
変
貌
や
シ
ュ
ラ
フ
タ
像
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
は
～
八
世
紀
後
半
の
改
革
派
が
目
指
し
た
国
家
像
に
近
い
と
い
え
る
。
だ
が
一
方
で
、
依
然
と
し
て
続
く
シ
ュ
ラ
フ
タ
主
体
の
国
家
観
を

も
指
摘
で
き
た
。
分
割
前
の
特
権
や
慣
習
が
求
心
力
と
な
る
、
政
治
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
が
主
流
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
が
唱
え

た
、
下
層
身
分
に
も
開
か
れ
、
か
つ
～
元
的
な
国
家
像
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
総
連
盟
結
成
決
議
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
紋
章
へ
の
言
及
は
あ
っ
た
も
の
の
、
旧
領
土
統
合
の
際
に
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ト
ア
ニ
ア
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
独
自
性
を
考
慮
す
る
様
子
は
な
か
っ
た
。
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
関
係
は
い

か
な
る
も
の
で
、
新
た
な
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
に
リ
ト
ア
ニ
ア
は
い
か
に
紺
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
に
お
い
て
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
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政
府
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
へ
の
加
盟
と
そ
れ
へ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
対
応
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
が
抱
い
た
国
家
像
や

そ
の
帰
属
意
識
、
そ
し
て
両
者
が
掲
げ
た
統
一
国
家
の
あ
り
方
、
特
に
相
互
の
関
係
を
検
討
す
る
。
領
土
の
統
合
に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ

ト
ア
ニ
ア
双
方
の
姿
勢
を
示
し
て
、
一
八
皿
二
年
当
時
の
旧
「
共
和
国
」
領
全
体
を
本
稿
の
議
論
の
視
野
に
収
め
た
い
。

ナポレオン時代のポーランドとリトアニア（梶）

①
代
表
報
告
と
総
連
盟
結
成
決
議
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
所
収
。
ミ
ミ
寒
鈴
ぎ
．
N

　
。
・
「
。
。
甲
駆
G
。
堕
ω
．
瞳
ふ
O
．
と
も
に
以
下
に
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
U
Φ

　
O
o
葺
Φ
傷
、
〉
晶
①
げ
霞
σ
。
（
ピ
■
O
ぎ
隷
ぎ
）
（
窪
．
γ
沁
⑩
曼
践
翁
甲
§
駐
》
○
§
q
§
・

　
§
蕊
無
》
q
§
§
N
o
ミ
ミ
§
、
題
ら
§
§
壽
§
い
貯
ぎ
N
粛
ミ
N
§
屯
。
。
爵
勺
聖
グ

　
一
〇
。
①
N
庖
ひ
ミ
ふ
ω
’

②
田
民
①
『
暴
p
曇
．
聾
ト
さ
。
》
箒
。
■
。
。
。
。
卜
。
誌
8
象
・
圏
①
押
§
ら
馬
計
〔
．
押
。
。
．
這
回

③
異
型
Φ
♂
三
戸
愚
．
翼
》
N
。
。
．
お
ゆ
．

④
導
§
縁
§
鉾
き
．
b
。
》
ω
．
ホ
．

⑤
レ
ン
ボ
フ
ス
キ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
公
国
軍
に
お
い
て
は
名
称
の
変
化
は
以

　
前
か
ら
起
き
て
い
た
。
幻
Φ
ヨ
ぴ
9
〈
ω
軍
愚
．
9
計
。
。
’
畠
P

⑥
∪
叫
三
①
9
号
ミ
㌔
。
二
も
ひ
鼻
N
．

⑦
ミ
蹟
墜
器
N
も
。
N
も
。
．
昏
ド
ま
た
、
総
連
盟
議
長
の
妻
1
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
カ
は

　
息
子
の
ア
ダ
ム
・
イ
ェ
ジ
に
以
下
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
「
琶
葉
が
発
せ

　
ら
れ
、
ポ
…
ラ
ン
ド
は
存
在
し
て
い
る
。
お
お
、
神
よ
、
神
よ
、
汝
は
我
々
に
祖

　
国
を
取
り
戻
し
、
私
は
常
に
自
分
の
心
に
刻
み
込
ま
れ
た
雷
丸
を
耳
に
し
た
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
生
き
て
い
る
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
存
在
す
る
。
」
囲
¢
㌶
Φ
r
号
ら
ド

　
け
’
厨
ω
．
華
甲
濾
よ
り
引
用
。

⑧
曇
、
蓑
鯉
昌
P
N
し
。
．
ミ
．
［
］
内
は
筆
者
の
補
遺
（
以
下
同
じ
）
。

⑨
当
時
の
ロ
シ
ア
帝
國
内
で
「
共
和
国
」
領
で
あ
っ
た
の
は
以
下
の
八
県
。
グ
ロ

　
ド
ノ
、
ヴ
ィ
ル
ノ
、
ミ
ン
ス
ク
、
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
、
モ
ヒ
レ
フ
、
キ
エ
フ
（
「
共

　
和
国
」
時
代
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
県
）
、
ポ
ド
レ
、
ヴ
ォ
ウ
ィ
ン
。
初
め
の
五
県
が
ル

　
プ
リ
ン
合
同
後
の
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
領
に
あ
た
る
。

⑩
§
露
壽
b
。
如
ω
．
念
．

⑪
ウ
§
凌
憩
も
。
■
卜
。
レ
軽
マ
誌
．

⑫
舞
戸
霧
捜
B
。
N
ω
．
ω
①
．

⑬
ミ
ミ
饗
恥
憩
b
。
N
ω
．
ミ
ム
。
。
■

⑭
以
下
の
研
究
は
、
指
摘
の
段
階
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
　
七
七
二
年
国
境
の

　
「
共
和
国
扁
を
門
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
み
な
す
傾
向
が
、
分
割
直
後
に
シ
ュ
ラ
フ
タ

　
の
問
で
一
般
的
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
本
稿
の
筆
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
も
の
で

　
あ
る
。
≦
．
〉
．
ω
2
0
謎
搾
．
．
q
臥
固
二
§
Φ
覧
磐
望
ぢ
審
σ
q
脱
帥
。
罵
甘
①
毛
×
H
×
鼠
Φ
ζ

　
（
恥
。
℃
o
壽
莚
巳
p
一
。
。
①
G
。
＼
一
〇
。
①
み
y
℃
o
遷
禽
傷
。
き
＝
o
曙
鳥
。
α
q
噌
轡
8
《
N
ミ
誌

　
δ
ζ
吋
、
ド
奎
旨
．
お
o
o
N
o
毛
ω
年
コ
囚
『
器
一
閏
■
園
器
築
冨
鼠
o
N
（
H
巴
■
Y
S
貯

　
卜
S
塾
ぎ
帖
寧
5
登
§
」
ミ
餐
＆
、
N
鴨
家
団
ミ
愚
貯
ぐ
ミ
ぎ
繹
守
霧
罫
。
§
ミ
ピ
¢
ず

　
一
一
P
帰
り
り
P
ω
．
一
δ
山
斡

⑮
｝
．
閤
。
蓄
。
宏
（
。
唱
こ
層
さ
誠
セ
ミ
§
c
。
暮
N
溶
卜
恥
ミ
ミ
ぼ
§
養
亀
§
§
貯

　
㌔
、
き
貯
蹴
ミ
さ
謹
セ
ミ
心
斜
≦
費
。
。
N
m
≦
P
一
り
。
。
ω
》
ω
．
Q
。
O
．
【
八
世
紀
の
主
な
連
盟
に

　
は
、
一
七
六
七
年
の
ラ
ド
ム
連
盟
、
～
七
六
八
一
七
二
年
の
バ
ー
ル
連
盟
、
一
七

　
九
二
年
の
タ
ル
ゴ
ヴ
イ
ツ
ァ
連
盟
な
ど
が
あ
る
。

⑯
曾
遷
窺
蟄
ω
’
誌
’
以
下
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
菊
§
σ
O
壽
罫
愚
．
ら
ド

　
ω
眞
Q
Q
ト
っ
．

⑰
砂
ミ
受
霧
ρ
8
．
N
ω
．
象
．

⑱
導
ミ
山
霧
η
B
ρ
N
ω
9
ミ
届
P

⑲
ミ
ミ
饗
恥
N
b
。
．
卜
、
甲
ω
．
ら
。
O
．

⑳
導
ミ
隻
器
盈
⇒
。
．
N
。
・
．
偽
9
分
割
前
の
宗
教
的
寛
容
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
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小
山
哲
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
連
盟
協
約
の
成
立
－
一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け

　
る
宗
教
的
寛
容
の
法
的
基
盤
1
」
『
史
林
』
七
三
－
五
、
一
九
九
〇
、
八
O
I

　
＝
五
頁
。

⑳
匝
轡
。
口
こ
Ω
軽
ざ
ミ
遷
遷
ミ
へ
籍
§
§
秘
ミ
ミ
愚
。
曇
蜂
℃
践
9
一
〇
。
O
O
．
以
下

　
に
収
め
ら
れ
た
邦
訳
参
照
。
T
・
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
（
中
山
昭
吉
訳
）
『
民
族
解

　
放
と
国
家
再
建
に
よ
せ
て
睡
未
来
社
、
一
九
七
二
、
七
…
九
一
頁
、
特
に
＝
一
一

　
　
五
頁
。

⑫
O
賜
ミ
書
嘗
恥
ぎ
丁
年
冨
O
S
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
。

　
≦
巴
帥
。
『
目
零
．
ら
避
竈
ひ
宇
0
ρ
↓
．
膝
N
≦
勘
叶
P
Q
さ
起
。
蔑
馬
防
き
登
さ
、
ミ
琴

　
ぎ
慧
犠
譜
沖
ざ
寒
馳
≦
四
「
ω
含
蓄
甲
一
〇
り
P
6
。
．
竃
。
。
ム
企
属
国
ま
た
以
下
も
参
照
。

　
中
山
昭
吉
「
ス
タ
ー
シ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
初
期
汎
ス
ラ
ブ
主
義
」
『
西
洋
史
学
』

　
＝
七
、
一
九
八
○
、
一
四
1
一
五
頁
。
中
山
昭
吉
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
欧

　
ー
ポ
…
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
国
際
関
係
史
的
研
究
－
盛
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九

　
九
一
、
新
装
版
｝
九
九
五
、
三
六
〇
一
六
～
買
。

⑬
即
囚
。
一
画
p
馳
ぎ
翁
，
蓉
蹴
§
織
ミ
§
捜
§
慧
建
ミ
周
賊
§
婁
蒸
登
葭
帖
§
愚
。
N
・

　
恥
ミ
§
か
賦
煮
ミ
慧
ぎ
貯
電
書
簿
嘱
養
君
轟
黛
o
N
建
ミ
韓
黛
§
ミ
き
M
妬
慧
罎
罫
§
”

　
犀
嚇
〆
属
O
c
。
（
乏
p
「
。
。
N
磐
P
一
。
。
O
Φ
y
ω
．
一
①
ω
－
c
。
①
．
ま
た
以
下
も
参
照
。
閃
Φ
箏

　
げ
。
≦
。
。
家
曽
曇
富
計
ω
．
ω
8
ム
O
O
一
｝
≦
僧
甥
。
殴
り
§
口
程
ミ
窓
N
ミ
§
§
馬
§
蹴
馬
ぎ

　
じ
σ
ミ
詠
駄
§
辱
ミ
さ
翫
§
ぎ
。
騒
ぎ
駐
》
ぎ
N
ミ
§
N
§
o
三
一
》
o
ミ
さ
ミ
鴨
沁
§
母
Ψ

　
ミ
§
蹄
ミ
ミ
§
誉
浅
畿
き
登
婁
簿
。
闇
諸
。
茸
①
U
9
ヨ
ρ
一
〇
〇
。
P
署
■
Q
。
㎝
一
。
。
N

⑳
囚
。
脚
延
引
号
ミ
温
．
窓
ρ
窓
。
。
ム
禽
乏
聾
。
ζ
号
9
。
計
娼
．
α
。
。
亀
田
N
蓄
ぽ
訓

　
愚
．
織
計
。
・
い
心
甲
仁
倉
一
ゆ
甲
⊂
［
Q
Q
．

⑮
　
将
軍
ダ
ヴ
ー
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
義
理
の
息
子
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
な
ど
。
自
砦
傷
①
7

　
旨
葺
。
戸
信
鼠
計
茜
B
p
ω
刈
メ
ω
刈
。
。
一
〇
δ
9
巳
路
P
信
・
織
計
。
。
■
一
こ
口
り
．

⑱
国
．
し
づ
①
孚
≦
膝
巳
睾
。
。
資
、
§
電
§
§
§
措
慈
改
遷
℃
R
塗
起
斎
窪
ぎ

　
○
鎧
＆
罎
さ
竃
。
隠
咋
塁
ミ
貸
q
恥
や
N
溶
9
≦
霞
ω
鑓
≦
P
一
〇
Φ
Q
Q
b
い
ω
刈
－
蒔
ρ

⑳
旨
筈
蝉
同
Φ
p
、
．
ω
Φ
冒
α
q
お
量
①
ひ
ω
臨
ミ
Φ
。
。
「
。
ζ
餌
犀
類
猷
℃
。
『
評
9
節
。
壽
鐙
、
ド

　
謹
津
㌧
，
隷
ミ
§
ひ
ぎ
§
軽
♪
卜
謎
籍
壁
9
§
§
冬
ミ
。
哩
§
鳴
臆
，
冬
旨
き
§
き
勘
翁
き
§

　
b
d
ミ
§
簿
。
§
起
防
慈
馨
§
避
§
N
§
鴨
㌣
蹟
遷
§
賢
器
鼠
≦
費
。
・
爵
≦
斜
一
8
①
（
以

　
下
ロ
ミ
ミ
織
と
略
￥
し
。
．
一
α
O
－
α
卜
⊃
．
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
文
書
は
三
章
註
⑳
参
照
。

⑳
　
先
述
の
著
作
の
ほ
か
、
A
・
J
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
に
よ
っ
て
一
八
〇
三
年
に

　
上
程
さ
れ
た
外
交
指
針
「
ロ
シ
ア
の
採
る
べ
き
政
策
体
系
ω
錐
｝
Φ
超
ω
落
ヨ
⑦

　
℃
。
蒙
ρ
話
ρ
話
儒
㊦
＜
邑
寓
信
一
≦
Φ
一
効
幻
霧
。
。
置
を
参
照
。
以
下
に
公
刊
さ
れ
て

　
い
る
。
℃
．
閑
．
O
江
ヨ
ω
冠
負
．
、
O
鑓
冨
O
蔓
。
・
江
．
ω
ω
篇
冨
日
｛
O
【
切
q
ω
ω
鎧
雪
国
O
H
①
お
ゆ

　
℃
o
臣
。
ざ
一
G
◎
O
ω
…
〉
ζ
Φ
ヨ
o
H
睾
曾
ヨ
”
a
坤
巴
註
夢
ξ
嘗
。
曾
9
一
〇
口
繕
畠
雪
p
ぞ
・

　
ω
尻
．
v
g
N
誉
℃
“
§
恥
ミ
§
9
§
舞
q
り
一
〇
刈
ρ
隠
．
冨
－
り
一
．
ま
た
以
下
を
参
照
。
一
．

　
ω
犀
。
護
8
鐸
㌔
い
Φ
箕
。
α
q
話
旨
ヨ
㊦
Φ
目
。
冨
8
臼
箕
冒
。
Φ
》
似
鯉
5
｝
2
ミ
O
N
錯
－

　
§
誘
践
Φ
＝
。
。
o
ω
∴
。
。
o
q
、
錦
上
揮
ら
①
。
。
（
以
下
、
．
い
①
で
【
。
α
q
鑓
ヨ
ヨ
⑦
．
．
と
略
）
”

　
署
昌
一
ω
刈
－
切
Φ
　
N
拶
≦
巴
N
年
§
翫
計
題
．
お
窃
山
9
一
①
甲
。
。
ω
　
匿
N
≦
鉱
ひ
霞
w
§
織
計

　
ω
．
一
ω
。
。
－
ω
り
…
山
本
俊
朗
㎎
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
時
代
史
の
研
究
㎞
早
稲
田
大
学

　
出
版
部
、
一
九
八
七
、
一
五
一
…
六
九
頁
。
申
山
前
掲
書
、
三
二
八
一
三
　
頁
。

　
池
本
今
日
子
「
ア
ダ
ム
・
イ
エ
ジ
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
公
の
ロ
シ
ア
外
交
政
策

　
（
一
八
〇
三
1
～
八
〇
五
と
『
西
洋
史
論
叢
』
～
五
、
一
九
九
三
、
四
一
－
五
三

　
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
の
政
治
的
著
作
の
検
討
対
象
は
、
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
以
外
、

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
出
身
者
で
あ
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。

⑳
以
下
な
ど
。
芝
聾
。
ζ
魯
．
鼠
貴
じ
d
田
畠
畠
甲
“
．
訂
冨
ま
口
、
．
も
℃
．
ミ
ー
ω
黛
臣
N
‘

　
≦
既
仲
Φ
訓
愚
．
ら
蹄

⑳
ぎ
蒙
』
象
§
幕
じ
d
執
ミ
・
ミ
§
肇
酔
「
β
し
・
・
し
。
ら
。
α
虞
◎
≦
豊
・
貫
§
昏
避

　
箸
■
①
甲
○
。
メ
申
山
前
掲
書
、
二
＝
二
一
五
七
頁
。
な
お
、
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
は
公
国

　
時
代
は
重
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

⑳
囚
。
脚
曇
辞
§
ミ
”
ω
μ
ω
ω
－
回
ω
台
臨
．

⑫
囚
。
圏
曇
鼻
愚
．
§
b
。
。
■
卜
。
O
￥
8
．

⑳
潤
。
一
壷
鼻
謎
解
払
い
。
。
一
－
。
。
悼
．
以
下
も
参
照
。
殉
Φ
日
げ
。
≦
ω
年
魯
．
ら
F
ω
■
ω
り
甲

　
鼻
0
9
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⑭
囲
。
一
曇
鋤
い
号
ら
F
。
。
．
一
。
。
。
。
．
以
下
も
参
照
。
≦
跳
。
年
信
ミ
も
P
。
。
①
－
。
。
刈
．

⑳
芝
農
。
算
魯
ミ
も
ワ
罵
－
し
。
c
。
一
室
N
岳
ぽ
さ
§
舞
植
し
。
‘
一
ゆ
。
。
■

⑳
O
『
ぎ
ω
［
Φ
墨
跡
．
ミ
》
署
．
①
甲
①
メ
。
。
介
。
。
N
以
下
も
参
照
。
ω
ざ
義
。
漂
ぎ
．
”
U
Φ

　
暇
。
σ
Q
二
日
ヨ
軌
．
一
署
．
一
お
『
仁
鱒
≦
p
購
。
ξ
号
ら
ド
竈
．
O
Q
◎
ふ
ρ
盛
N
≦
郎
ぽ
r
§
鉱
赴

　
P
一
ω
㌣
爵
曽
温
。
。
し
①
。
。
」
謡
－
鳶
｝
山
本
俊
朗
前
掲
書
、
【
六
六
頁
。
池
本
前
掲

　
論
文
、
五
〇
－
五
一
頁
。

⑳
　
六
月
三
〇
日
付
布
告
。
b
。
§
§
さ
b
戟
§
ミ
貧
。
。
．
ω
’

⑳
象
§
§
§
b
獣
ミ
§
凡
貧
堕
。
。
る
■

⑲
　
砂
犠
ミ
器
鳶
口
ρ
b
o
曽
ω
眞
卜
⊃
“
禽
な
ど
。

⑳
』
冒
壱
霧
鯉
き
N
ω
畦
．

⑪
ミ
§
§
さ
守
暁
§
註
貧
も
。
．
5

⑫
　
タ
爲
遂
§
μ
口
9
ト
っ
Ψ
ω
．
ω
メ
麟
9
膳
刈
な
ど
。

⑬
ウ
軽
題
蟄
8
N
幹
ω
○
。
．

⑭
　
近
世
お
よ
び
ロ
マ
ン
主
義
蒔
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
防
壁
意
識
に
つ
い
て
は
以
下

　
参
照
。
井
内
敏
夫
門
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
防
壁
」
論
の
歴
史
的
考
察
」
早
稲
田
大
学
社

　
会
科
学
研
究
所
『
ソ
連
東
欧
社
会
の
新
研
究
歴
…
九
八
三
、
一
…
三
九
頁
。
ま
た

　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
期
に
関
し
て
は
以
下
参
照
。
鋒
ω
Φ
鉢
。
差
歯
－
9
琴
搾
．
．
門
。
脳

　
。
。
p
ヨ
。
縁
Φ
霞
。
冨
冨
奇
高
邑
梓
冥
N
①
二
日
霞
N
p
≦
囚
ω
δ
G
・
け
鼠
①
≦
鵯
ω
N
帥
≦
。
・
ご
ミ
、
甲
養

　
恥
ミ
ミ
鼻
し
・
面
ω
甲
戯
財

⑮
　
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
リ
ス
は
、
総
連
盟
は
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
中
央
集
権
化
の
意
図
を
持

　
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
U
琶
伍
巳
グ
愚
．
ら
蝕
署
．
憲
ω
－
魔
．

ナポレオン時代のポーランドとリトアニア（梶）

第
三
章
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア

（【

j
　
モ
ス
ク
ワ
遠
征
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア

　
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
T
工
事
総
連
盟
へ
の
加
盟
を
分
析
す
る
前
に
、
ま
ず
本
節
で
、
加
盟
の
前
提
と
な
る
モ
ス
ク
ワ
遠
征
当

時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
、
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
モ
ス
ク
ワ
遠
征
の
途
上
、
七
月
一
日
に
ヴ
ィ
ル
ノ
で
創
設
し
た
「
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
臨
時
政
府
」
は
、
ほ
ぼ
ナ
ポ
レ
オ
ン

軍
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
、
旧
り
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
訓
・
西
部
の
ヴ
ィ
ル
ノ
、
グ
ロ
ド
ノ
、
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
、
ミ
ン
ス
ク
の
四
県
を
管
轄
し
た
。

当
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
当
局
と
と
も
に
大
陸
軍
の
補
給
支
援
や
リ
ト
ア
ニ
ア
軍
の
編
成
、
お
よ
び
現
地
で
の
守
備
隊
や
憲
兵
隊
創
設
の
任
に
あ

た
っ
た
。
政
府
の
中
心
で
あ
る
臨
時
政
府
委
員
会
に
は
、
地
元
出
身
の
貴
族
を
中
心
に
親
潮
派
や
一
七
九
四
年
の
蜂
起
で
活
躍
し
た
者
が
選
ば

　
①

れ
た
。
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一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
広
汎
な
意
識
の
高
揚
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ツ
ァ
ー
リ
に
よ
る
自
治
計
画
へ
の

参
加
者
な
ど
親
露
派
も
い
た
一
方
、
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
の
学
生
な
ど
は
フ
ラ
ン
ス
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
合
同
再
開
を
求
め
、
す
す
ん
で
軍
の
召
集

に
応
じ
た
。
だ
が
、
当
初
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
熱
狂
も
次
第
に
冷
め
て
ゆ
く
。
社
会
改
革
へ
の
不
安
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
関
す
る
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
曖
昧
な
態
度
、
先
行
き
の
読
め
な
い
戦
況
は
リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
の
積
極
的
な
支
持
を
妨
げ
た
。
他
方
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
貴
族
重
視
の

政
策
は
農
民
や
都
市
畏
の
抵
抗
や
不
満
を
招
い
た
。
仏
・
露
の
両
軍
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
社
会
で
は
、
自
発
的
に
フ
ラ
ン
ス
に
協
力
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
②

は
限
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
管
轄
外
の
ロ
シ
ア
領
旧
「
共
和
国
」
で
は
、
「
元
来
の
ロ
シ
ア
」
で
起
き
た
よ
う
な
二
仏
抵
抗
は
稀
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
せ
よ
、
支
援
も
よ
り
少
な
く
、
総
連
盟
へ
の
加
盟
も
限
ら
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
総
連
盟
体
制
と
は
別
個
の
政
府
が
リ
ト
ア
ニ
ア
に
誕
生
し
た
こ
と
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
器
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
不
満
を
生

　
④

ん
だ
。
ま
た
、
か
つ
て
国
家
内
国
家
を
形
成
し
て
い
た
リ
ト
ア
ニ
ア
に
別
個
の
政
府
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
祖
国
の
統
一
と
い
う
点
で
は
～
歩

後
退
の
感
も
あ
っ
た
。
総
連
盟
は
、
早
速
七
月
三
日
付
で
ロ
シ
ア
領
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
向
か
っ
て
声
明
を
出
し
、
祖
国
の
復
活
と
総
連
緑
野

　
　
　
　
⑤

成
を
告
げ
た
。
七
月
一
一
日
付
で
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
宛
に
出
し
た
声
明
で
は
、
「
共
通
の
祖
国
の
統
～
」
と
い
う
総
連
盟
の
目
的
を
伝
え
、

加
盟
と
連
盟
拡
大
に
向
け
て
の
協
力
を
求
め
た
。
「
我
ら
が
共
通
の
首
都
」
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
、
既
に
ブ
ジ
ェ
シ
チ
、
ビ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
⑥

ウ
ィ
ス
ト
ク
、
グ
ロ
ド
ノ
の
各
郡
が
加
盟
し
て
い
る
こ
と
も
告
げ
ら
れ
た
。

　
他
方
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
愛
国
的
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
ヴ
ィ
ル
ノ
市
な
ど
で
様
々
な
祝
典
が
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
フ

ラ
ン
ス
側
の
宮
報
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
『
リ
ト
ア
ニ
ア
新
報
』
紙
上
で
は
、
七
月
八
日
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
総
連
盟
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
そ
の
結
成
決
議
が
広
め
ら
れ
、
以
後
も
総
連
盟
が
出
す
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
。
分
割
前
の
よ
う
に
別
個
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
連
盟
結
成
を
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
却
下
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
は
七
月
｝
四
日
に
総
連
盟
へ
の
加
盟
を
決
議
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ま
た
、
二
一
日
に
は
東
方
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
向
け
て
加
盟
を
呼
び
か
け
た
。
や
や
遅
れ
て
八
月
に
は
、
加
盟
文
書
を
届
け
る
使
節
を
ワ
ル
シ
ャ
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ワ
に
派
遣
し
緬
・
と
は
い
え
・
全
体
と
し
て
は
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
磐
轄
内
で
の
加
盟
は
低
調
で
あ
っ
た
・
ま
た
・
都
市
民
に
も
加
盟
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

利
は
与
え
ら
れ
た
が
、
都
市
集
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
は
僅
か
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
分
割
前
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
多
層
的
帰
属
意
識
は
単
な
る
愛
郷
心
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
制
の
一
元

化
へ
の
反
対
を
支
え
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
混
乱
し
た
状
況
下
で
の
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
加
盟
に
は
分
析
の
価
値
が

あ
ろ
う
。

（
二
）
　
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
加
盟
ー
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
と
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
1
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八
月
目
〇
日
、
加
盟
文
書
を
携
え
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
訪
れ
た
り
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
代
表
使
節
を
迎
え
る
た
め
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
議
会
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

議
院
に
お
い
て
閣
僚
や
フ
ラ
ン
ス
大
使
、
議
員
な
ど
が
集
ま
っ
て
会
議
が
開
か
れ
た
。
以
下
で
は
二
節
に
わ
た
っ
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府

の
総
連
盟
加
盟
の
際
の
演
説
や
加
盟
文
書
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
対
応
を
、
そ
れ
ら
を
報
じ
た
八
月
二
二
日
付
『
日
報
』
第
二
三
号
機
中
心

に
検
討
し
、
国
家
像
や
領
土
統
合
に
関
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
双
方
の
姿
勢
を
読
み
取
り
た
い
。

　
ま
ず
、
本
節
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
側
の
姿
勢
を
考
察
す
る
。
は
じ
め
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
使
節
で
教
育
宗
教
委
員
会
委
員
の
K
・

イ
ェ
レ
ン
ス
キ
が
こ
の
会
議
で
行
っ
た
演
説
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
位
置
付
け
が
総
連
盟
の
文
書
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
冒
頭
の
表
現
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
り
ト
ア
ニ
ア
国
民
の
加
盟
文
書
を
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
連
盟
へ
伝
え
る
」
な
ど
、
「
リ
ト
ア
ニ
ア
国
民
」
と
明
示
さ
れ
、
明
ら
か
に
リ
ト
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ニ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
区
別
や
対
比
が
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、
「
共
通
の
祖
国
の
同
胞
」
で
あ
る
と
も
表
現
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
加
盟
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
合
同
に
な
ぞ
ら
え
る
点
で
あ
る
。

　
そ
う
だ
、
妬
み
深
い
軍
隊
と
専
制
か
ら
解
き
放
た
れ
た
地
域
の
リ
ト
ア
ニ
ア
国
民
は
、
あ
な
た
方
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
前
で
兄
弟
の
誓
い
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
最
も
神
聖
で
不
可
分
の
合
同
を
再
開
し
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
よ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
運
命
を
同
じ
や
り
方
で
受
け
入
れ
て
く
れ
。
そ
の
情
熱
で

129 （745）



満
た
し
て
く
れ
。
名
誉
あ
る
戦
い
へ
導
い
て
く
れ
。
リ
ト
ア
ニ
ア
国
民
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
と
と
も
に
。
そ
し
て
そ
の
不
可
分
の
し
る
し
で
あ
る
ポ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ン
ド
王
国
と
し
て
、
熱
意
を
も
っ
て
、
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
連
盟
に
加
わ
っ
て
い
る
。

130 （746）

　
以
上
か
ら
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は
別
個
の
リ
ト
ア
ニ
ア
が
加
盟
、
つ
ま
り
「
合
同
を
再
開
」
す
る
と
の
考
え
も
窺
え
る
一
方
で
、
「
ポ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ン
ド
」
と
い
う
雷
葉
が
広
狭
二
義
に
用
い
ら
れ
、
こ
こ
で
も
上
位
国
家
と
し
て
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
が
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
イ
ェ
レ
ン
ス
キ
の
演
説
の
後
に
提
出
さ
れ
た
総
連
盟
へ
の
加
盟
文
書
で
も
、
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
リ
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
自

の
国
家
意
識
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
政
府
と
公
民
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
連
盟
へ
の
加
盟
」
と
題
さ
れ
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
圏

と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
か
ら
な
る
引
き
裂
か
れ
た
国
家
を
、
再
び
一
つ
の
政
治
統
合
体
に
結
び
付
け
、
昔
の
祖
国
に
そ
の
自
由
と
領
土
を
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

戻
す
」
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
臨
時
政
府
の
名
称
に
は
、
単
な
る
地
名
で
は
な
く
「
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
」
と
国
名
を
冠
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
合
同
の
再
開
と
い
う
文
脈
で
総
連
盟
へ
の
加
盟
が
語
ら
れ
、
祖
国
の
復
活
に
不
可
欠
の
要
素
と
し
て

リ
ト
ア
ニ
ア
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
そ
も
そ
も
、
七
月
一
四
日
の
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
加
盟
決
議
採
択
時
に
シ
ェ
ラ
コ
フ
ス
キ
が
行
っ
た
演
説
で
も
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の

名
が
戻
っ
て
き
た
喜
び
を
述
べ
る
一
方
で
、
聴
衆
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
人
と
し
て
呼
び
か
け
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
「
両
国
民
の
救
い
主
」
と
称
え
る

な
ど
、
別
個
の
リ
ト
ア
ニ
ア
意
識
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
総
連
盟
か
ら
は
そ
れ
る
が
、
『
リ
ト
ア
ニ
ア
新
報
』
で
は
七
月
一
八
日
以
降
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
見
出
し
の
も
と
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
領
を
除
く
旧
「
共
和
国
」
領
の
情
報
が
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
な
か
で
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
出
さ
れ
た

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
記
事
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
家
と
し
て
の
伝
統
が
度
々
現
れ
る
。
つ
ま
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
合
同
以
前
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の

歴
史
も
語
ら
れ
る
ほ
か
、
リ
ト
ア
ニ
ア
独
自
の
法
典
で
、
遠
征
当
時
も
法
的
効
力
を
有
し
て
い
た
リ
ト
ア
ニ
ア
法
典
の
条
文
の
引
用
や
、
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

上
の
勇
者
や
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
協
力
者
と
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
の
家
門
の
列
挙
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
出
す
総
連
盟
の
文
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書
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
を
国
家
で
は
な
く
、
単
な
る
地
域
と
し
て
扱
う
傾
向
に
あ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
だ
が
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
国
家
の
主

体
と
し
、
歴
史
や
法
に
統
合
の
象
徴
を
求
め
る
構
図
は
両
者
と
も
に
共
通
し
て
い
る
。

　
分
割
前
、
「
共
和
国
」
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
で
別
個
の
連
盟
を
結
成
し
、
そ
の
う
え
で
「
両
国
民
の
総
連
盟
」
と
し
て
一
体

に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
連
盟
の
も
と
へ
加
盟
し
た
こ
と
は
新
た
な
事
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

加
盟
文
書
等
リ
ト
ア
ニ
ア
の
出
し
た
文
書
に
お
い
て
も
、
「
共
和
国
」
で
は
な
く
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
と
い
う
統
一
国
家
の
呼
称
が
用
い
ら

れ
る
と
い
う
重
要
な
変
化
が
あ
っ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
で
も
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
が
使
わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
二
章
で
も
挙
げ
た
が
、
分

割
に
よ
っ
て
団
結
を
求
め
る
意
識
が
働
き
、
対
外
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
意
識
が
徹
底
し
た
こ
と
な
ど
が
想
像
で
き
る
。

　
だ
が
一
方
で
、
明
確
な
形
の
リ
ト
ア
ニ
ア
意
識
も
見
て
取
れ
た
。
加
盟
の
際
に
は
「
合
同
」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

必
ず
し
も
統
｝
国
家
の
名
称
は
一
定
し
な
い
。
イ
ェ
レ
ン
ス
キ
の
発
言
中
の
「
リ
ト
ア
ニ
ア
と
と
も
に
あ
る
不
可
分
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
う
表
現
や
、
演
説
を
締
め
く
く
っ
た
「
祖
国
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
単
一
不
可
分
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
万
歳
」
と
の
表
現
か
ら
は
、
統
　
国
家
の
名
称

に
故
意
に
曖
昧
さ
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
に
と
っ
て
は
、
統
一
国
家
は
あ
く
ま
で
、
合
同
と
い
う
過
程
を
経

た
、
二
つ
の
国
か
ら
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
両
者
の
一
体
性
の
強
調
は
、
逆
に
統
～
国
家
の
二
重
性
や
内
な
る
差
異
の
意
識
を
新
た
に

し
さ
え
す
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
貴
族
に
と
っ
て
、
新
た
な
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
が
広
狭
二
義
に
用
い
ら
れ
る
点

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
両
国
民
の
共
和
国
」
と
隔
絶
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
一
八
ニ
ー
　
二
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
下
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
貴
族
が
加
わ
っ
て
進
め
ら
れ
た
自
治

　
　
　
　
⑬

計
画
で
あ
る
。
詳
し
く
は
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
連
の
計
画
の
中
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
創
設
と
、
対
金
紫
が
差
し
迫
っ
た
場

合
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
創
設
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
政
治
的
に
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
國
の
動
き
と
対
抗
し
、
公
国
で
は
当
時
祖
国
へ
の
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

切
り
と
非
難
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
多
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
指
摘
で
き
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
分
離
主
義
的
と
は
い
え
な
い
。
む

し
ろ
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
の
名
で
の
蘭
領
土
統
合
の
姿
勢
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
章
で
の
考
察
の
結
果
同
様
、
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分
割
前
の
政
治
的
無
秩
序
状
態
に
関
し
て
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
を
含
む
旧
「
共
和
国
」
領
一
般
の
当
時

の
傾
向
と
し
て
、
共
和
政
へ
の
恩
避
と
広
義
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
の
広
ま
り
が
指
摘
で
き
よ
う
。

132　（748）

（
三
）
　
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
加
盟
と
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
こ
う
し
た
独
自
の
国
家
意
識
に
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ど
の
よ
う
に
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
リ
ト
ア
ニ
ア

の
加
盟
に
際
し
て
、
総
連
盟
結
成
時
と
異
な
る
国
家
統
合
に
つ
い
て
の
認
識
が
現
れ
て
い
る
。

　
会
議
で
の
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
加
盟
文
書
朗
読
後
に
な
さ
れ
た
、
元
老
院
議
員
黒
総
連
盟
評
議
員
J
・
ゴ
ワ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
「
同
胞
」

　
　
　
⑮

へ
の
演
説
を
引
用
し
た
い
。
彼
は
そ
の
な
か
で
、
か
つ
て
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
国
民
が
合
同
に
よ
っ
て
互
い
に
結
び
付
き
、
一
つ
の
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
混
じ
り
あ
っ
た
と
、
ル
ブ
リ
ン
合
同
以
来
の
表
現
を
用
い
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
共
通
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
過
去
の

栄
光
に
は
両
者
と
も
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。
そ
し
て
今
に
い
た
る
一
体
性
を
強
調
す
る
。

　
一
体
性
、
そ
れ
は
決
し
て
引
き
裂
か
れ
な
か
っ
た
し
、
引
き
裂
く
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
何
百
年
も
前
か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と

［
ポ
ー
ラ
ン
ド
］
王
冠
領
と
い
う
名
前
の
違
い
は
除
い
て
、
一
つ
の
国
民
と
な
っ
た
我
々
は
、
お
互
い
、
我
々
の
骨
か
ら
骨
、
血
か
ら
血
、
高
貴
な
家
柄
、

家
門
の
名
前
、
財
産
、
そ
し
て
全
て
の
種
類
の
絆
が
相
互
に
こ
れ
ほ
ど
に
ま
で
混
ざ
り
合
い
、
結
び
付
い
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
言
え

る
だ
ろ
う
。
と
も
に
、
王
冠
領
で
は
リ
ト
ア
ニ
ア
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
王
冠
領
が
、
一
つ
の
共
有
の
、
完
全
に
同
一
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
国
民
を
構
成

　
　
　
⑳

し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
も
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
が
上
位
の
国
家
と
し
て
現
れ
て
い
る
が
、
二
章
で
得
た
結
果
と
は
異
な
り
、
そ
れ
が
二
つ
の
要
素
で
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
両
者
の
一
体
性
を
強
調
す
る
際
に
は
、
共
通
の
国
家
や
騎
士
階
級
の
栄
誉
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の
ほ
か
に
、
こ
こ
で
は
貴
族
家
門
の
絆
な
ど
、
身
分
的
な
紐
帯
に
関
す
る
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
会
議
の
最
後
に
は
、
「
リ
ト
ア
ニ
ア
の

血
」
を
引
く
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
議
長
が
、
臨
時
政
府
の
加
盟
に
よ
っ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
新
た
な
絆
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
祝
福
し
た
。
こ
こ
で

は
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
家
の
血
筋
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
統
合
の
象
徴
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
会
議
の
際
に
、
総
連
盟
評
議
員
A
・
リ
ノ
フ
ス
キ
は
公
国
の
体
制
か
ら
分
割
以
前
の
法
体
制
へ
の
移
行
を
予
告
し
た
。
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
的
国
制
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
だ
と
い
わ
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
発
言
は
、
一
八
〇
九
年
以
降
ワ
ル
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヤ
ワ
公
国
で
強
ま
っ
た
、
分
割
前
の
固
有
の
国
制
の
復
活
を
目
指
す
貴
族
勢
力
の
要
求
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
勿
論
、
公
国
内
で
は
現
行
制

度
の
擁
護
派
と
改
変
派
が
あ
り
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
復
興
後
の
体
制
に
つ
い
て
も
意
見
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
甲
案
の
具
体
像
も
詳
ら
か
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
。
と
は
い
え
、
一
八
〇
九
年
以
降
左
派
急
進
派
は
方
針
を
転
換
し
、
ま
た
、
一
八
一
二
年
当
時
は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
従
属
の
象
徴
で
も
あ
っ

た
フ
ラ
ン
ス
的
学
制
の
改
変
を
求
め
る
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
や
マ
ト
ゥ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
ら
が
総
連
盟
の
中
枢
に
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
中
心
に
、

同
じ
君
主
政
で
は
あ
る
が
、
公
国
の
現
行
制
度
に
比
べ
れ
ば
分
権
的
で
貴
族
の
身
分
的
特
権
が
保
た
れ
る
五
月
三
日
憲
法
を
想
定
し
た
改
変
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
多
く
の
支
持
を
得
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
の
代
表
は
八
月
二
七
日
に
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
帰
途
に
つ
く
ま
で
に
、
総
評
議
会
や
大
臣
評
議
会
と
の
間
で
会
談
を
行

っ
た
。
そ
の
際
、
臨
時
政
府
の
代
表
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
統
一
政
府
の
設
立
や
、
逼
迫
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
社
会
の
現
状
を
反
映
し
て
、
物
資
の

援
助
や
関
税
の
撤
廃
を
含
む
よ
り
緊
密
な
協
力
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
に
求
め
た
。
し
か
し
、
全
て
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
次
第
で
あ
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
る
要
望
も
虚
し
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
「
合
同
の
再
開
」
は
法
的
・
行
政
的
な
変
化
を
伴
う
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
委
員
会
は
入
興
二
四
日
、
そ
の
指
揮
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
副
官
の
オ
ラ
ン
ダ
人
ホ
ー
ヘ
ン
ド
ル
プ
に
委
ね
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
。
以
後
、
臨
時
政
府
は
～
層
フ
ラ
ン
ス
へ
の
従
属
を
強
め
る
こ
と
と
な
る
。
結
局
、
臨
時
政
府
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
遠
征
失
敗
の
混
乱

の
な
か
＝
｛
月
に
大
陸
軍
の
あ
と
を
追
っ
て
国
外
に
脱
出
、
一
八
＝
二
年
夏
に
活
動
を
停
止
し
、
翌
年
以
降
よ
う
や
く
帰
国
す
る
こ
と
と
な
つ

⑯
た
。
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総
連
盟
は
当
初
、
将
来
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
を
、
分
割
さ
れ
た
様
々
な
地
方
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
一
つ
の
国
家
と
し
て
の
み
描

き
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
特
別
な
地
位
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
リ
ト
ア
ニ
ア
独
自
の
国
家
意
識
を
喚
起
す
る
よ
う
な
文
面
も
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
だ
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
加
盟
受
諾
の
際
に
は
一
転
し
て
重
層
的
な
国
家
像
を
自
ら
も
述
べ
て
い
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
の
独
自
の

国
家
へ
の
こ
だ
わ
り
や
多
層
的
帰
属
意
識
は
未
だ
強
く
存
続
し
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
そ
れ
に
歩
み
寄
っ
た
の
で
あ
る
。
実
現
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
が
、
総
連
盟
に
お
い
て
目
指
さ
れ
た
国
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
支
え
ら
れ
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
均
質
的

な
国
家
で
は
な
く
、
祖
国
統
合
の
気
運
の
醸
成
が
優
先
さ
れ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
章
で
も
み
た
よ
う
に
、
当
時
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
連
帯

に
基
づ
く
政
治
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
が
主
流
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
こ
う
し
た
統
合
も
た
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
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ミ
ャ
ス
ト
フ
ス
キ
が
作
成
し
た
。
ツ
く
窃
葵
冨
惹
。
斜
掛
・
霧
雪
ω
■
り
露
な
お
、

　
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
リ
ス
は
、
分
割
前
の
ポ
…
ラ
ン
ド
ほ
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
を
も
「
ポ
ー

　
ラ
ン
ド
王
国
幻
。
《
磐
ヨ
Φ
鳥
①
℃
o
δ
α
q
器
」
と
呼
び
、
分
割
前
の
「
共
和
国
」
と

　
モ
ス
ク
ワ
遠
征
時
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
の
違
い
や
門
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
の

　
二
義
性
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。

⑲
さ
鳶
、
ト
ミ
§
鳶
B
。
．
罐
Ψ
卜
。
昏
。
ξ
。
簿
払
。
。
夷

⑳
鍍
ミ
望
ミ
ト
貯
§
鳶
。
ρ
①
り
為
O
な
ど
。
ま
た
、
「
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
」
と
い

　
う
国
名
や
、
合
同
前
の
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス
の
名
も
し
ば
し
ば
見
ら

　
れ
る
。

⑳
b
獣
§
募
も
。
．
N
ρ
ω
虫
ト
っ
．

⑫
b
讐
ミ
N
隷
B
ρ
卜
。
ρ
㎝
．
吋
一
ω
．

⑬
帝
国
元
老
院
議
員
M
・
K
・
オ
ギ
ン
ス
キ
ら
が
参
加
し
た
。
以
下
を
参
照
。

　
護
■
O
α
Q
ぎ
。
・
匡
甲
ミ
ミ
S
題
譜
ミ
詩
ぎ
国
○
鷹
野
ミ
偽
ミ
，
貯
℃
瓢
§
罵
ミ
～
題
℃
9
§
黛
馬
勲

　
奪
袋
傍
N
胡
Q
Q
、
§
崎
袋
ぱ
ミ
届
轟
譜
嵐
c
Q
嵐
軌
甲
℃
醇
グ
一
Q
g
b
⊃
財
田
ρ
b
唱
．
軽
刈
－
＝
O
　

　
＞
p
σ
q
①
ぴ
2
α
Q
甲
西
瓢
計
も
℃
■
α
曽
－
膳
ρ
の
■
ω
ヨ
。
節
P
ぎ
鳶
竜
ぎ
ト
袋
ぴ
ミ
ミ
§
博
遷
ミ

　
旨
起
い
ミ
、
瀞
ミ
騨
馬
信
亀
§
ε
寒
心
類
犀
ひ
牽
一
Φ
0
8
『
卜
ρ
鳩
。
。
捗
り
一
｝
①
ρ
蒔
c
ρ
で
黛
側

　
H
注
⑦
げ
ω
匹
甲
魯
q
鋒

⑳
9
家
島
p
§
ミ
も
．
①
9

⑳
b
獣
§
ミ
神
』
ρ
b
⊃
ρ
も
。
’
嘩
や
ま
．

⑳
　
ル
ブ
リ
ン
合
同
の
文
書
の
当
該
箇
所
は
以
下
の
と
お
り
。
門
既
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
王
冠
領
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
は
、
単
一
不
可
分
の
、
違
わ
ぬ
統
合
体
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
二
つ
の
国
家
と
国
民
か
ら
一
つ
の
昆
に
集
め
ら
れ
接
合
さ
れ
た
、
違
わ

　
ぬ
、
～
つ
の
共
通
の
共
和
国
で
あ
る
。
」
ぎ
ミ
ミ
謹
卜
韓
馬
ミ
（
旨
O
げ
蔓
N
箆
。
唱
H
シ

　
『
N
℃
㊦
［
臼
。
。
げ
塁
σ
q
レ
c
Q
㎝
P
ω
．
Q
O
⑩
．

⑳
寒
§
惑
b
9
鐸
ω
．
曽
蒔
∴
伊

⑳
b
趣
凡
§
ミ
沖
昌
o
b
ω
も
b
一
〇
山
◎
同
家
は
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス
の
血

　
を
引
く
と
さ
れ
る
。

⑳
H
墨
ω
N
葱
Φ
惹
β
§
ミ
も
．
δ
メ
認
ρ
穿
笹
島
ρ
号
も
軌
猶
も
℃
■
冨
。
。
ム
リ
．

⑳
田
巳
Φ
『
塁
戸
豊
ミ
蒸
N
p
ρ
零
。
。
堕
ω
c
。
卜
。
一
諮
置
Φ
r
魯
翫
昏
」
．
r
ω
」
O
鳶

　
9
Φ
⇒
8
剖
愚
．
職
澄
ω
’
ミ
ρ
一
Q
Q
c
o
－
c
Q
Φ
．

⑳
　
O
N
o
o
げ
巳
ω
犀
P
号
聴
路
ω
．
｝
α
鼻
よ
翌
ス
コ
ヴ
ロ
ネ
ク
前
掲
論
文
一
一
一
ご
一
頁
。

⑫
　
囚
環
寄
①
却
§
．
ら
登
鉱
b
．
一
一
9
ζ
Φ
昌
8
月
号
．
加
計
ω
．
回
Q
Q
⑩
－
O
卜
。
．
五
月
三
日
憲
法
体
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制
時
の
分
権
的
性
格
に
つ
い
て
は
一
章
註
⑤
の
研
究
を
参
照
。

⑱
田
注
①
膨
慧
戸
号
ミ
ト
ト
。
B
9
＆
P
。
・
い
逡
ゐ
9

⑭
　
写
器
N
錠
Φ
三
〇
N
▼
§
ミ
↓
ω
’
一
8
6
ρ
ω
心
ω
ム
P
U
o
巳
巳
一
p
号
ミ
リ
署
・

　
一
仁
O
1
0
0
■

⑳
　
U
§
傷
巳
グ
魯
職
計
署
．
一
ω
O
－
ω
黛
≦
匿
器
さ
魯
日
計
。
・
．
㊤
G
。
．

⑯
　
H
≦
器
N
鉱
Φ
鼠
。
辞
魯
．
ら
ド
。
。
．
ω
一
〇
∴
o
。
．
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お
　
わ
　
り
　
に

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
敗
北
と
と
も
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
総
連
盟
も
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
も
崩
壊
し
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
は
、
ウ
ィ
ー
ン

会
議
で
、
ロ
シ
ア
皇
帝
が
王
位
を
兼
ね
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
な
ど
に
再
編
さ
れ
た
。
し
か
し
他
方
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
モ
ス
ク
ワ
遠
征
は
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
①

に
詩
人
A
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
が
遠
征
前
夜
の
リ
ト
ア
ニ
ア
を
舞
台
に
し
た
『
パ
ン
・
タ
デ
ウ
シ
ュ
』
で
描
い
た
よ
う
に
、
独
立
へ
の
希
望
に

満
ち
た
と
き
と
し
て
も
記
憶
さ
れ
た
。

　
本
稿
で
モ
ス
ク
ワ
遠
征
時
に
目
指
さ
れ
た
国
家
像
を
考
察
し
た
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
親
仏
派
、
親
露
派
を
問
わ
ず
、
旧
領

土
全
体
の
統
一
国
家
の
呼
称
に
、
「
共
和
国
」
の
語
で
は
な
く
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
の
語
を
用
い
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
だ

が
、
こ
の
変
化
は
統
一
国
家
の
＝
兀
性
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
主
に
当
時
、
共
和
政
に
対
す
る
否
定
的
な
見
解
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
た
。

ま
た
、
総
連
盟
へ
の
加
盟
資
格
の
撤
廃
に
は
身
分
を
超
え
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
の
萌
芽
が
み
ら
れ
た
が
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
全
身
分
に
開
か
れ
た

も
の
と
す
る
例
は
理
念
・
実
践
と
も
に
少
な
い
。
む
し
ろ
、
都
市
昆
の
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
割
前
と
変
わ
ら
ぬ
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
主
体
と

す
る
国
家
像
が
中
心
で
、
鮮
明
だ
っ
た
「
祖
国
」
の
記
憶
や
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
身
分
的
紐
帯
に
依
拠
し
た
政
治
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
が
続
い
て

い
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
リ
ト
ア
ニ
ア
臨
時
政
府
は
統
一
国
家
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
と
も
呼
ぶ
も
の
の
、
そ
の
名
称
に
は
曖
昧
さ
が
あ
り
、
加
盟
を
合
同

の
再
開
に
喩
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
別
個
の
国
家
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
伝
統

に
基
づ
く
リ
ト
ア
ニ
ア
の
地
域
主
義
、
複
合
的
国
家
観
や
多
層
的
な
帰
属
意
識
の
存
続
が
指
摘
で
き
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
国
家
の
複
合
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性
を
認
め
て
お
り
、
融
和
的
な
統
合
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
国
家
の
名
称
は
変
わ
れ
ど
も
、
政
治
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
原
理
に
基
づ
い
た
複
合
的
国

家
観
が
、
旧
「
共
和
国
」
全
体
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
分
割
以
後
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
あ
い
だ
で
は
「
共
和
国
」
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
み
な
す
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
こ
こ
に
、
す
で
に
「
共
和
国
」

の
歴
史
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
も
の
と
し
て
語
る
傾
向
を
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
一
方
で
、
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
は
「
共
和
国
」
の
語
は
過
去

の
国
家
、
再
建
さ
れ
る
べ
き
国
家
と
し
て
、
歴
史
家
J
・
レ
レ
ヴ
ェ
ル
ら
に
よ
っ
て
再
び
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
共
和
政
の
恩
避

と
と
も
に
、
「
共
和
圏
」
の
語
が
後
景
に
退
く
一
九
世
紀
初
頭
の
状
況
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
肯
定
へ
と
転
じ
た
分
割
前
の
共
和
政

へ
の
評
価
や
歴
史
認
識
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
の
砦
た
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
、
そ
の
独
立
の
有
帯
性
の
主
張
は
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

他
方
、
過
去
の
「
共
和
国
」
の
連
邦
的
性
格
に
も
目
が
向
け
ら
れ
、
蜂
起
や
独
立
運
動
の
た
び
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
シ
の
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

同
・
連
邦
の
考
え
が
再
燃
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ほ
ぼ
「
単
｝
民
族
国
家
」
に
な
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
「
共
和
国
」

は
こ
の
地
の
政
治
的
枠
組
み
と
し
て
存
在
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
被
支
配
層
へ
の
権
利
の
拡
大
が
議
論
さ
れ
る
一
方
で
、
民
衆
を
中
心
と
す
る
分
節
化
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

シ
ュ
ラ
フ
タ
の
重
層
的
帰
属
意
識
が
錯
綜
し
て
ゆ
く
。
そ
の
際
に
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
地
域
主
義
の
み
な
ら
ず
、
罠
族
的
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
以
外

の
被
支
配
層
の
位
置
付
け
が
研
究
上
の
課
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、
広
義
と
狭
義
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
語
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ネ

イ
シ
ョ
ン
規
定
の
主
要
な
類
型
で
あ
る
、
歴
史
的
経
緯
に
よ
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
と
民
族
的
基
準
に
基
づ
く
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
と
に
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
④

結
び
付
く
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
は
、
一
八
一
二
年
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
中
心
と
す
る
状
況
に
考
察
の
的
を
絞
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
そ
し
て
ル
シ
を
含
め
た
同
世
紀
半
ば
以
降
の
詳
し
い
議
論
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
①
》
．
≦
。
臨
①
鼠
。
斜
淳
貯
隷
§
、
ζ
求
建
謡
寄
疑
鶏
ら
蔓
帖
9
、
魯
w
帖
N
§
鼠
謹
　
　
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
多
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
卜
蹄
§
魯
ミ
旨
書
ミ
織
息
恥
寒
織
捜
さ
ぎ
N
c
。
置
賊
嵐
。
。
爲
§
職
§
、
ミ
婁
建
馨
暮
　

②
ω
Φ
§
葵
”
号
ミ
堵
ω
ヒ
。
。
山
財

　
　
§
ミ
簿
§
堕
薄
霧
N
睾
P
ち
O
c
。
（
工
藤
幸
雄
訳
『
パ
ン
・
タ
デ
ウ
シ
轟
上
下
、
　
　
③
当
該
期
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
帰
属
意
識
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
じ
d
留
詠
。
ダ

　
　
講
談
社
、
一
九
九
九
Y
原
著
は
一
八
三
四
年
刊
行
。
ま
た
そ
の
冒
頭
部
分
に
は
、
　
　
　
　
．
．
○
蟹
田
蝕
。
日
縁
9
．
、
も
b
O
一
－
駆
9
早
坂
真
理
糊
ウ
ク
ラ
イ
ナ
　
歴
史
の
復
元
を
模
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諾
す
る
睡
り
ブ
ロ
ポ
…
ト
、
一
九
九
四
、
一
四
六
…
七
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
と
り
あ

④
実
際
に
は
、
両
者
は
必
ず
し
も
明
確
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
混
合
型
　
　
え
ず
以
下
を
参
照
。
U
餌
≦
Φ
ρ
号
ら
ド
く
。
茜
も
唱
．
甲
。
。
O
．

　
【
本
稿
は
平
成
十
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
】
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京
都
大
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学
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研
究
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後
期
課
程
　
奈
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market　town　of　Jiangnan，　where　belief　in　a　city－god　was　fostered　by　the　heads　of

the　prefecture　arid　county　after　the　Song　era．　The　Eastern　Peak　God　was

expected　to　be　the　main　god　who　controiled　the　amhstration　of　the　markets　and

economic　centers，　thus　opposing　the　power　of　the　city－god．　ln　other　words，　the

Eastern　Peak　God　was　positively　seiected　as　the　main　faith　among　the　core　of　the

market　town．　On　the　other　hand，　in　North　China，　the　relationship　between

temp1e－cults　and　the　economy　remain　slight　as　before．　And　with　the　exception　of

the　large　temples　o圭the　Eastem　Peak　God　on　Mount－Tai　and　in　Da－du大都，　it

appears　that　the　strict　observance　of　reEgious　rituals　to　the　Eastern　Peak　God

continued　unabated．

　　　　　　　Poland　and　Lithuania　in　the　Napoleonic　Era：　Conceptions

of　the　State　in　the　General　Confederation　of　the　Polish　Kingdom　in　1812

by

KAJI　Sayaka

At　the　tirne　of　Napoleon’s　Russian　Campaign　in　1812，　the　former　Polish－

Lithuanian　state　attairied　the　opportunity　to　regain　its　independence．　On　June　28th

the　General　Confederation　of　the　Polish　1〈ingdom　was　organized　in　Warsaw　and

declared　the　restoration　of　the　Polish　Kingdom，　akhough　before　its　collapse

（1795），　the　Polish－Lithuanian　state　had　beeR　a　dual，　multiethnic　state　called　“the

Repubtic　of　the　Two　Nations．”　ln　the　Republic　the　nobtaty　had　sovereignty，　and，

whatever　tiheir　ethnicity，　all　the　nobhity　considered　themselves　Poles，　while　the

nobility　in　Lithuanla　on　the　other　hand　had　maintained　Lithuanian　national

consclousness．

　　The　purpose　of　this　article　is　to　consider　how　the　nobmaty　of　Poland　and

Lithuania　viewed　their　new　state．　Therefore　1　have　investiga£ed　not　only　the

documents　of　the　General　Confederation　of　the　Polish　Kingdom，　but　also　the

Lithuanian．　nobility’s　attitudes　toward　the　General　Confederation．　The　fellowing

points　have　beeR　revealed．　Fixst，　at　the　beginning　of　the　19th　century，　unlike　the

period　prior　to　lts　collapse，　the　nobillty　in　both　Poland　and　Lithuania　referred　to

the　unified　state　as　Poland　or　the　Polish　Kingdom，　not　as　the　Repubtic．　They
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avoided　the　terms，　such　as　“the　Republic，”　that　were　reminiscent　of　the　anarchy

that　had　led　their　fatherland　to　ruin．　On　the　other　haRd，　the　nobility　often　invoked

mem磁es　of　the　greatness　of　the　fatherland，　that童s　to　say，廿1e　Repubhc，　and

referred　to　their　oiijn　class’s　honor　and　solidaiity．　Furthermore，　when　the

Provisional　Government　in　Lithnania　organized　by　Napoleon　joined　the　General

Confederation　of　the　Polish　ltingdom，　it　reiterated　the　historical　separateness　of

the　Lithuanian　state　and　the　Lithuanian　Rational　consciousness，　as　they　had　done

before　the　panitions　of　the　state．　Thus，　although　the　Republic　had　perished，　the

new　s£ate　remained　based　on　the　notion　of　“a　poKtical　nation”　composed　solely　of

the　nobbity，　which　allowed　the　nob－ty　to　retain　multidimensional　natioRal

consciousness，　and　not　based　on　that　of　“an　ethno－linguistic　nation”　embracing　all

social　c｝asses，　a　concept　which　had　aiready　appeared　in　some　writings　of　their

contemporanes．

　　Within　the　territory　of　the　former　Republic，　ethno－linguistic　natioRatism　of

vai　iolis　peoples　began　to　appear　during　the　second　half　of　the　19th　ceBtury．

However，　the　multidimensional　national　consciousness　of　the　nobbity　also

continued　to　exist，　and　the　framework　of　the　ancient　Republic　continued　to　have

political　and　historical　significance　untR　the　20th　cen£ury．
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